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市の人口と予算�
【人口・世帯】�〈7月1日現在〉�
合�計�＝�154,385人�（＋ 69）�（　）内は前月比�
男�＝�76,616人�（＋ 79）�
女�＝�77,769人�（－ 10）�
世�帯�＝�58,939世帯�（＋ 82）�
【予算】�〈7月1日現在〉�
一 般 会 計＝349億3,033万3千円�
特別・企業会計＝388億52万円�

　

昭
和　

年
に
「
平
和
都
市
宣
言
」
を
行
い
、
今
年
度
で　

年
目
を
迎
え
ま

６２

２０

す
。
市
で
は
、
昨
年
に
引
き
続
き
終
戦
記
念
日
の
８
月　

日
に
合
わ
せ
て
、

１５

広
島
平
和
記
念
公
園
に
市
民
手
づ
く
り
の
「
平
和
を
願
う
千
羽
鶴
」
を
贈
る

予
定
で
す
。
み
ん
な
で
鶴
を
折
り
な
が
ら
「
平
和
」
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま

せ
ん
か
。
皆
さ
ん
の
平
和
へ
の
想
い
を
広
島
に
直
接
お
届
け
し
ま
す
。

平
和
を
願
う
千
羽
鶴

広
島
に
直
接
お
届
け
し
ま
す

　昨年寄せられた約６万８０００羽の折り鶴

　

市
で
は
、
終
戦
記
念
日

の
８
月　

日
に
合
わ
せ
て
、

１５

広
島
平
和
記
念
公
園
を
訪

れ
、
市
民
の
手
づ
く
り
に

よ
る
「
平
和
を
願
う
千
羽

鶴
」を
届
け
る
予
定
で
す
。

　

こ
の
事
業
は
、
こ
と
し

で
３
年
目
を
迎
え
ま
す
。

昨
年
は
市
民
の
皆
さ
ん
か

ら
約
６
万
８
０
０
０
羽
の

折
り
鶴
が
寄
せ
ら
れ
、
皆

さ
ん
の
平
和
へ
の
想
い
を

広
島
へ
お
届
け
し
ま
し
た
。

　

「
平
和
都
市
宣
言
」
の

宣
言
文
の
中
で
、
本
市
は

「
世
界
で
た
だ
ひ
と
つ
の

被
爆
国
と
し
て
、
広
島
・

長
崎
の
い
た
ま
し
さ
と
被

爆
者
の
苦
し
み
を
す
べ
て

の
人
々
に
訴
え
、
人
類
共

通
の
願
い
で
あ
る
恒
久
平

和
を
達
成
さ
せ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
」
と
宣
言
し
て

い
ま
す
。

　

こ
の
機
会
に
、
み
ん
な

で
鶴
を
折
り
な
が
ら
「
平

和
」
に
つ
い
て
考
え
て
み

ま
せ
ん
か
。

　

折
り
紙
と
折
り
鶴
を
入

れ
る
箱
は
、
市
役
所
お
よ

び
中
央
図
書
館
、
森
の
図

書
館
、
各
公
民
館
、
南
流

山
セ
ン
タ
ー
に
設
置
し
ま

す
。
チ
ラ
シ
（
基
本
サ
イ

ズ
は　

㎝
四
方
）
で
折
っ

１０

た
鶴
を
入
れ
て
い
た
だ
い

て
も
結
構
で
す
。

　

皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

　

▽
募
集
期
間
＝
７
月　
１５

日
�
〜　

日
�
※
寄
せ
ら

３１

れ
た
折
り
鶴
は
８
月
９
日

〜　

日
に
市
役
所
１
階
ロ

１１
ビ
ー
に
展
示
し
ま
す　
　

�
　

皆
さ
ん
か
ら
寄
せ
ら
れ

た
折
り
鶴
に
、
糸
を
通
し

て
束
ね
る
作
業
を
手
伝
っ

て
い
た
だ
け
る
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
を
募
集
し
ま
す
。

　

▽
作
業
期
間
＝
８
月
１

日
�
〜
８
日
�
▽
場
所
＝

市
役
所
▽
申
し
込
み
＝
電

話
で
企
画
政
策
課
へ
※
詳

細
は
問
い
合
わ
せ
を

　

□問
 

企
画
政
策
課
�
７
１

５
０
―
６
０
６
４

折
り
鶴
を
束
ね
る

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

被
爆
に
よ
る
闘
病
な
ど

健
康
管
理
見
舞
金
を
支
給

　

市
で
は
８
月
１
日
か
ら
、

被
爆
者
健
康
管
理
見
舞
金

の
支
給
申
請
を
受
け
付
け

ま
す
。

　

こ
の
見
舞
金
は
、
原
子

爆
弾
に
よ
り
被
爆
し
た
方

の
闘
病
な
ど
の
ご
労
苦
に

報
い
、
健
康
の
保
持
意
欲

お
よ
び
生
活
意
欲
の
増
進

を
図
っ
て
い
た
だ
く
た
め

に
支
給
す
る
も
の
で
す
。

　

▽
対
象
と
な
る
方
＝
平

成　

年
８
月
１
日
現
在
、

１８
本
市
に
居
住
し
、
住
民
基

本
台
帳
（
外
国
人
登
録
原

票
を
含
む
）に
登
録
さ
れ
、

被
爆
者
健
康
手
帳
を
持
つ

方
▽
支
給
額
＝
年
額
１
万

円
▽
申
請
期
間
＝
８
月
１

日
�
〜　

日
�
（
土
・
日

１１

曜
を
除
く
）
▽
申
請
方
法

＝
被
爆
者
健
康
手
帳
、
印

か
ん
、
預
金
通
帳
な
ど
口

座
番
号
の
分
か
る
も
の
を

持
参
の
上
、
社
会
福
祉
課

窓
口
へ
※
詳
細
は
問
い
合

わ
せ
を

　

□問
 

社
会
福
祉
課
�
７
１

５
０
―
６
０
７
９

　

市
で
は
８
月
、
つ
く
ば

エ
ク
ス
プ
レ
ス
「
流
山
お

お
た
か
の
森
駅
」、「
流
山

セ
ン
ト
ラ
ル
パ
ー
ク
駅
」

両
駅
周
辺
で
、
気
温
や
湿

度
、
風
向
や
風
速
な
ど
の

熱
環
境
の
変
化
に
つ
い
て
、

定
点
観
測
お
よ
び
移
動
観

測
の
調
査
を
行
い
ま
す
。

　

こ
れ
に
伴
い
、
移
動
観

測
調
査
に
無
償
で
協
力
い

た
だ
け
る
調
査
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
を
募
集
し
ま
す
。

　

こ
の
調
査
は
、「
流
山
グ

リ
ー
ン
チ
ェ
ー
ン
戦
略
」

の
目
的
で
あ
る
�
緑
と
調

和
し
た
ヒ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン

ド
抑
制
型
ま
ち
づ
く
り
�

に
反
映
す
る
た
め
の
も
の

で
、
環
境
省
の
補
助
を
受

け
江
戸
川
大
学
社
会
学
部

ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
学
科
と

調
査
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
協

働
作
業
で
行
い
ま
す
。

　

な
お
、
調
査
に
先
立
ち

８
月
６
日
に
、
つ
く
ば
エ

ク
ス
プ
レ
ス
沿
線
整
備
の

状
況
説
明
や
、
ヒ
ー
ト
ア

イ
ラ
ン
ド
現
象
と
緑
化
の

効
果
に
つ
い
て
の
意
見
交

換
会
を
行
い
ま
す
。

　

▽
応
募
資
格
＝
市
内
在

住
・
在
勤
・
在
学
の　

歳
１８

以
上
で
、
自
分
の
自
転
車

で
参
加
で
き
る
方
▽
募
集

人
員
＝　

人
程
度
（
先
着

３０

順
）
▽
調
査
日
／
時
間
＝

８
月　

日
�（
荒
天
順
延
）

１９

／
午
前
・
午
後
に
各
２
時

間
程
度
▽
調
査
方
法
＝
自

転
車
に
気
温
・
湿
度
計
等

を
設
置
し
、
指
定
地
周
辺

を
移
動
観
測
▽
申
し
込
み

＝
７
月　

日
か
ら
電
話
で

１８

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
へ
※

調
査
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方

に
は
、観
測
後
に
行
う「
観

測
調
査
検
討
会
」に
も
参

加
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

詳
細
は
問
い
合
わ
せ
を

　

□問
 

ま
ち
づ
く
り
推
進
課

�
７
１
５
０
―
６
０
９
０

　

先
の
大
戦
で
、
外
地
等

（
事
変
地
の
区
域
ま
た
は

戦
地
の
区
域
）
に
派
遣
さ

れ
、
戦
時
衛
生
勤
務
に
従

事
さ
れ
た
旧
日
本
赤
十
字

社
救
護
看
護
婦
お
よ
び
旧

陸
海
軍
従
軍
看
護
婦
の
方

（
慰
労
給
付
金
受
給
者
は

除
く
）
に
対
し
て
、
そ
の

ご
労
苦
に
報
い
る
た
め
内

閣
総
理
大
臣
名
の
書
状
を

贈
呈
し
て
い
ま
す
。

　

ご
本
人
、
ご
家
族
な
ど

か
ら
の
ご
連
絡
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

　

▽
請
求
期
限
＝
平
成　
１９

年
３
月　

日
ま
で
▽
請
求

３１

用
紙
の
設
置
場
所
＝
市
社

会
福
祉
課
（
�
７
１
５
０

―
６
０
７
９
）
※
詳
細
は

問
い
合
わ
せ
を

　

□問
 

総
務
省
大
臣
官
房
管

理
室
�
０
３
―
５
２
５
３

―
５
１
８
２

　

第
７
回
流
山
お
お
た
か

の
森
駅
コ
ン
サ
ー
ト
を
、

今
月　

日
に
開
催
し
ま
す
。

２６

｢

　
 
真
夏
の
夜
の
タ
ピ
ス

ト
リ
ー
（
つ
づ
れ
織
り
）」

と
題
し
、
ジ
ャ
ズ
や
サ
ン

バ
、
ボ
サ
ノ
バ
な
ど
、
南

米
の
熱
い
リ
ズ
ム
を
歌
い

こ
な
す
女
性
実
力
派
シ
ン

ガ
ー
の
コ
ン
サ
ー
ト
を
お

届
け
し
ま
す
。

　

７
月　

日
当
日
に
オ
リ

２６

｢

ジ
ナ
ル
ア
ル
バ
ム D

an
ce

  
  
  
 

ダ

ン

ス

B
y

  
 
 　T

h
e

  
 
 
 　S

ea｣

  
  
  
を
発
売 

バ
イ 

ザ 

シ
ー

す
る
渡
辺
チ
エ
コ
さ
ん
と
、

そ
の
レ
コ
ー
デ
ィ
ン
グ
に

｢

も
参
加
し
た 
お
お
た
か

｣

の
森
バ
ン
ド 
の
編
成
。

　
�
妖
艶
�な
ボ
ー
カ
ル
と

お
お
た
か
の
森
バ
ン
ド
の

息
の
合
っ
た
演
奏
で
、
熱

い
夏
を
感
じ
て
く
だ
さ
い
。

　

▽
日
時
＝
７
月　

日
�

２６

　

時
〜　

時　

分
▽
場
所

１９

２０

３０

＝
流
山
お
お
た
か
の
森
駅

自
由
通
路
▽
入
場
料
＝
無

料
▽
申
し
込
み
＝
当
日
直

接
会
場
へ

　

□問
 

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
課

�
７
１
５
０
―
６
３
０
８

恒久平和

総
理
大
臣
名
の

書
状
を
贈
呈

� 　おおたかの森駅コンサート

真夏の夜のタピストリー
ジャズ＋サンバ＋ボサノバ

７
２６

流山市制４０周年記念

第３０回流山花火大会
８月１９日、江戸川堤で　

【日時】８月１９日�　１８時４５分～２０時３０分
　※雨天・荒天の場合は８月２６日�
【場所】流山１～３丁目地先の江戸川堤
【交通】①総武流山電鉄「流山駅」または「平和
台駅」下車徒歩約５分。
　②ＴＸ「流山セントラルパーク駅」下車徒歩
約２５分（無料シャトルバス下車徒歩約５分）。
　③ＪＲ・ＴＸ「南流山駅」下車徒歩約２０分。
　※当日（１８時～２１時３０分）は会場周辺で道路
規制あり

【内容】打ち上げ花火（約３,５００発）、ナイアガラ、
とうろう流し、記念花火
　※とうろう（１個１,０００円）をご希望の方は、
７月１８日から８月１７日までに流山市商工会へ
申し込みを

　※記念花火（１口３０,０００円、１０口まで）を打
ち上げ希望の方は、８月９日までに市役所商
工課へお申し込みを

【前売り有料指定席】
　Ｓ指定席（１人３,０００円※プログラム・飲み物
・お菓子付き）、Ａ席（１人２,０００円）、Ｂ・Ｃ
席（１人１,０００円）
　ご希望の方は７月１８日から８月９日までに流
山市商工会へ申し込みを。

【協賛金】より盛大な花火大会とするための協賛
金を募っています。応募される方は、７月２１
日までに流山市商工会または市役所商工課へ
申し込みを。※なお、ことしは埼玉県の三郷
花火大会と同日開催です
　
◇問い合わせ◇
　流山花火大会実行委員会事務局
　　流山市商工会�７１５８－６１１１
　　市役所商工課�７１５０－６０８５

流山グリーン・
チェーン戦略

T
X
沿
線
の
熱
環
境
調
査

　

観
測
補
助

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
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こんなときは忘れずに届け出を

自　 治
基本条例

各
地
で
意
見
交
換
会

原
案
作
成
ヘ
皆
さ
ん
の
意
見
を

　

ま
ち
づ
く
り
の
基
本
ル

ー
ル
と
な
る
自
治
基
本
条

例
―
。

　

こ
の
自
治
基
本
条
例
の

原
案
作
成
に
向
け
、
公
募

市
民
を
中
心
と
し
た
自
治

基
本
条
例
策
定
市
民
協
議

会
で
は
、
市
と
協
定
を
締

結
し
、
こ
れ
ま
で
約　

回
５０

の
会
議
を
重
ね
て
き
ま
し

た
。

　

自
治
基
本
条
例
は
、
市

民
参
加
・
協
働
に
よ
る
ま

ち
づ
く
り
を
さ
ら
に
推
進

し
て
い
く
た
め
に
、
本
市

の
自
治
運
営
の
基
本
理
念
、

市
民
・
行
政
・
議
会
の
役

割
や
協
働
の
仕
組
み
な
ど

を
条
例
に
定
め
る
も
の
で
、

ま
ち
づ
く
り
の
基
本
ル
ー

ル
と
な
る
も
の
で
す
。

　

今
後
、
同
市
民
協
議
会

で
は
具
体
的
な
原
案
づ
く

り
を
進
め
て
い
き
ま
す
が
、

こ
の
原
案
検
討
に
当
た
っ

て
、
協
議
会
だ
け
で
原
案

を
つ
く
る
の
で
は
な
く
、

地
域
へ
出
て
、
よ
り
多
く

の
市
民
の
皆
さ
ん
と
意
見

交
換
を
し
な
が
ら
原
案
を

つ
く
り
上
げ
て
い
く
、
パ

ブ
リ
ッ
ク
イ
ン
ボ
ル
ブ
メ

ン
ト
（
Ｐ
Ｉ
）
と
い
う
手

法
を
用
い
て
い
く
こ
と
と

し
て
い
ま
す
。

�
　

市
民
協
議
会
と
市
民
の

皆
さ
ん
と
の
意
見
交
換
会

Ｐ
Ｉ
に
よ
る

意
見
交
換
会

を
行
い
ま
す
。

　

７
月
は
、
自
治
会
長
を

中
心
に
行
い
ま
す
が
、
８

月
か
ら
は
、
毎
月
第
１
月

曜
の
駅
頭
活
動
や
、
市
民

団
体
と
の
意
見
交
換
会
な

ど
多
く
の
機
会
を
設
け
る

予
定
で
す
。

　

地
方
分
権
時
代
に
あ
っ

て
、
本
市
が
自
主
自
立
の

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い

く
た
め
に
、
今
回
は
「
流

山
ら
し
い
ま
ち
づ
く
り
の

原
則
」、「
市
民
・
行
政
・

議
会
の
役
割
」、「
市
政
運

営
の
原
則
と
市
民
参
画
・

協
働
」な
ど
を
テ
ー
マ
に
、

さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら
意

見
交
換
を
し
て
い
き
ま
す
。

　

こ
の
意
見
交
換
会
の
結

　

昭
和　

年
１
月
１
日
以

５７

前
の
住
宅
に
つ
い
て
、
平

成　

年
１
月
１
日
か
ら
平

１８
成　

年　

月　

日
ま
で
の

２７

１２

３１

間
に
、
次
の
要
件
に
適
合

す
る
耐
震
改
修
工
事
を
行

っ
た
場
合
、
そ
の
住
宅
に

係
る
固
定
資
産
税
額
が
減

額
さ
れ
ま
す
。

　

▽
減
額
要
件
＝
①
建
築

基
準
法
の
現
行
耐
震
基
準

に
適
合
し
た
改
修
工
事
で

あ
る
こ
と
②
１
戸
当
た
り

の
耐
震
改
修
費
用
が　

万
３０

円
以
上
の
も
の
に
限
る
▽

減
額
さ
れ
る
期
間
＝
耐
震

改
修
工
事
が
完
了
し
た
年

の
翌
年
度
分
か
ら
、
工
事

完
了
時
期
に
応
じ
た
期
間

（
別
表
参
照
）
▽
減
額
の

範
囲
＝
１
戸
当
た
り
床
面

積
１
２
０
平
方
メ
ー
ト
ル

相
当
分
ま
で
で
、
固
定
資

産
税
額
の
２
分
の
１
が
減

額
▽
申
請
方
法
＝
現
行
の

耐
震
基
準
に
適
合
し
た
工

事
で
あ
る
こ
と
の
証
明
書

と
領
収
書
の
写
し
を
添
え
、

工
事
完
了
後
３
カ
月
以
内

に
資
産
税
課
に
申
告
※
証

明
書
の
発
行
は
、
建
築
士

・
指
定
住
宅
性
能
評
価
機

関
・
指
定
確
認
検
査
機
関

等
に
な
り
ま
す

　

□問
 

固
定
資
産
税
の
減
額

に
つ
い
て
は
…
資
産
税
課

�
７
１
５
０
―
６
０
７
４

／
証
明
書
に
つ
い
て
は
…

既
存
住
宅
の
耐
震
改
修

固
定
資
産
税
を
最
大
３
年
間
減
額

建
築
住
宅
課
�
７
１
５
０

―
６
０
８
８

果
を
、
今
後
の
原
案
づ
く

り
に
反
映
し
て
い
き
ま
す

の
で
、
市
民
の
皆
さ
ん
の

積
極
的
な
参
加
を
お
願
い

し
ま
す
。

�
　

市
民
協
議
会
を
次
の
と

お
り
開
催
し
ま
す
。

　

委
員
以
外
の
方
も
会
議

８
月　

日
に

１９

市
民
協
議
会
を
開
催

に
参
加
で
き
ま
す
の
で
、

興
味
の
あ
る
方
は
、当
日
、

直
接
会
場
へ
お
越
し
く
だ

さ
い
。

　

▽
日
時
＝
８
月　

日
�

１９

９
時　

分
〜
▽
場
所
＝
文

３０

化
会
館

�
　

市
民
協
議
会
で
は
、
広

く
自
治
基
本
条
例
に
関
す

る
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
意

見
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

い
た
だ
い
た
ご
意
見
は

す
べ
て
市
民
協
議
会
で
検

討
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
検

討
結
果
に
つ
い
て
は
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
公
開

し
ま
す
。

　

ご
意
見
の
提
出
は
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
メ
ー

ル
で
お
送
り
い
た
だ
く
か
、

〒
２
７
０
―
０
１
９
２
流

山
市
役
所
企
画
政
策
課
へ

郵
送
ま
た
は
フ
ァ
ッ
ク
ス

で
。

　

□問
 

企
画
政
策
課
�
７
１

５
０
―
６
０
６
４
／
�
７

１
５
０
―
０
１
１
１

条
例
の
意
見
募
集

保
険
証
を
郵
送

高
齢
受
給
者
証
と
一
体
に

国民
健康保険

　

国
民
健
康
保
険
の
保
険

証
が
、
８
月
１
日
か
ら
カ

ー
ド
様
式
に
変
わ
り
ま
す

＝
写
真
。

　

新
し
い
保
険
証
は
、
今

月　

日
ご
ろ
世
帯
主
あ
て

２５
に
発
送
し
ま
す
の
で
、
旅

行
等
長
期
不
在
の
場
合
は

国
保
年
金
課
へ
事
前
に
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

　

新
し
い
保
険
証
の
有
効

期
限
は
、
平
成　

年
７
月

１９

　

日
ま
で
で
す
の
で
、
今

３１ま
で
の
保
険
証
は
、
８
月

１
日
か
ら
は
使
用
で
き
ま

せ
ん
（
短
期
保
険
証
の
場

合
は
別
に
有
効
期
限
を
設

定
し
て
い
ま
す
）。古
い
保

険
証
は
細
か
く
裁
断
し
て

処
分
す
る
か
、
国
保
年
金

課
ま
た
は
最
寄
り
の
出
張

所
に
返
却
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
こ
れ
ま
で　

歳
７０

以
上
で
老
人
保
健
制
度
に

該
当
し
な
い
方
は
、
１
割

ま
た
は
２
割
の
自
己
負
担

割
合
が
記
載
さ
れ
た
、
高

齢
受
給
者
証
を
保
険
証
と

合
わ
せ
て
医
療
機
関
に
提

示
す
る
必
要
が
あ
り
ま
し

た
が
、
カ
ー
ド
化
さ
れ
た

保
険
証
に
は
、
高
齢
受
給

者
証
の
内
容
も
併
記
さ
れ

て
い
ま
す
の
で
、
保
険
証

だ
け
の
提
示
で
済
む
よ
う

に
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
老
人
保
健
制
度

該
当
の
方
は
、
従
来
ど
お

り
医
療
受
給
者
証
と
保
険

証
を
合
わ
せ
て
医
療
機
関

に
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

　

国
民
健
康
保
険
は
、
他

の
健
康
保
険
に
加
入
し
て

い
る
方
以
外
の
す
べ
て
の

方
が
加
入
す
る
こ
と
を
法

律
で
義
務
付
け
ら
れ
て
い

ま
す
。
別
表
の
よ
う
な
異

動
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、

世
帯
主
が　

日
以
内
に
届

１４

け
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

□問
 

国
保
年
金
課
�
７
１

５
０
―
６
０
７
７

５
市
長
が
要
望
書
を
提
出

Ｔ
Ｘ
の
東
京
駅
延
伸
な
ど
を
要
望

　

６
月　

日
、
台
東
区
民

２８

会
館
で
、
つ
く
ば
エ
ク
ス

プ
レ
ス
を
運
行
す
る
首
都

圏
新
都
市
鉄
道
㈱
の
第　
１６

回
株
主
総
会
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
総
会
で
は
、
開
業

当
初
の
予
測
を
上
回
る
乗

降
客
数
が
あ
り
、
今
後
の

沿
線
整
備
状
況
に
よ
り
一

層
の
乗
降
客
数
の
伸
び
が

期
待
で
き
る
な
ど
、
明
る

い
見
通
し
の
報
告
が
あ
り

ま
し
た
。

　

ま
た
、
株
主
総
会
終
了

後
、
井
崎
市
長
を
は
じ
め

沿
線
５
市
長
が
、
魅
力
あ

る
沿
線
の
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
る
た
め
、
つ
く
ば
エ

ク
ス
プ
レ
ス
が
今
後
も
利

用
客
を
持
続
的
に
確
保
し
、

さ
ら
な
る
増
加
に
つ
な
が

る
よ
う
要
望
書
を
提
出
し

ま
し
た
。
要
望
書
で
は
、

つ
く
ば
エ
ク
ス
プ
レ
ス
の

東
京
延
伸
な
ら
び
に
東
京

駅
延
伸
構
想
の
公
表
、
増

便
な
ど
運
行
ダ
イ
ヤ
の
改

正
、
車
内
へ
の
自
転
車
の

持
ち
込
み
に
つ
い
て
要
望

し
、
会
社
側
は
、
利
用
客

の
利
便
性
を
念
頭
に
置
き

研
究
を
進
め
た
い
と
回
答

し
ま
し
た
。

　要望書を提出する沿線５市長

　市民協議会では、イベントなどの会場でも市民の皆さんの意見
をお聴きしています

減額期間工事完了時期

３年間平成１８年１月１日
～平成２１年１２月３１日

２年間平成２２年１月１日
～平成２４年１２月３１日

１年間平成２５年１月１日
～平成２７年１２月３１日

※減額期間は工事が完了した年の翌年度分から

持参するものこんなとき区分
転出証明書転入してきた

国
保
に
加
入

社会保険等の離脱証明書等他の健康保険をやめた
保護廃止決定通知書生活保護を受けなくなった
印かん、保険証、振込先・口
座番号が分かるもの、母子手
帳

子どもが生まれた

保険証転出した
国
保
を
や
め
る

国保と社保の保険証他の健康保険に加入した
保険証、保護開始決定通知書生活保護を受けることになった
印かん、保険証、喪主の振込
先・口座番号が分かるもの、
会葬礼状など葬祭日が分かる
ものと領収書

死亡した

保険証、年金証書退職者医療制度に該当した

そ
の
他

保険証退職者医療制度に該当しなく
なった

保険証住所、世帯主、氏名などが変
わった

使えなくなった保険証、身分
を証明するもの

保険証をなくしたり、汚れて
使えなくなった

在学証明書就学のため、子どもが他の市
区町村に下宿する

　

高
齢
受
給
者
証
該
当
者（
上
）と
そ
れ
以
外
の
方（
下
）の
保
険
証
。
高
齢

受
給
者
証
該
当
者
以
外
の
方
の
負
担
割
合
に
は「
＊
」が
印
字
さ
れ
ま
す

19 7 00000031

流山　太郎�
昭和９年１月１日�
平成18年１月１日�
流山　太郎�
千葉県流山市平和台1-1-1

平成18年８月１日�
平成18年８月１日�
�

１割�

男�

19 7 00000031

流山　花子�
昭和50年１月１日�
平成18年１月１日�
流山　太郎�
千葉県流山市平和台1-1-1

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊�
平成18年８月１日�
�

＊＊�

女�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
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�
�
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�
�
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第１１１８号（　）　　　平成１８年７月１５日（土曜日）３

　

日
、白
バ

イ
隊�
パ
レ
ー
ド

２２
自
転
車
の
無
料
点
検
な
ど
も

夏の交通
安全運動

　
「
思
い
や
る　

心
ひ
と
つ
で　

事
故

は
ゼ
ロ
」、「
行
け
る
カ
モ　

わ
た
れ
る

カ
モ
が　

命
と
り
」を
ス
ロ
ー
ガ
ン

に
、
７
月　

日
か
ら　

日
ま
で
夏
の

２０

３１

交
通
安
全
運
動
が
行
わ
れ
ま
す
。
ま

た
、
７
月　

日
�
に
は
交
通
安
全
パ

２２

レ
ー
ド
と
啓
発
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
行

い
ま
す
。
ぜ
ひ
、ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　

こ
の
季
節
は
、
夏
休
み

や
海
水
浴
シ
ー
ズ
ン
に
よ

る
交
通
量
の
増
加
、
開
放

感
か
ら
誘
発
さ
れ
る
事
故　正しい交通マナーで事故防止を

が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　

交
通
ル
ー
ル
を
守
り
、

正
し
い
交
通
マ
ナ
ー
を
実

践
す
る
こ
と
で
、
交
通
事

故
防
止
を
心
掛
け
ま
し
ょ

う
。

　

夏
の
交
通
安
全
運
動
で

は
、「
子
ど
も
と
高
齢
者
の

交
通
事
故
防
止
」、「
自
転

車
の
安
全
利
用
の
推
進
」、

「
飲
酒
運
転
や
ス
ピ
ー
ド

の
出
し
過
ぎ
な
ど
悪
質
・

危
険
な
運
転
の
防
止
」
を

重
点
目
標
に
、
流
山
警
察

署
や
流
山
交
通
安
全
協
会

な
ど
と
連
携
し
、
交
通
事

故
防
止
の
啓
発
や
取
り
締

ま
り
を
強
化
し
ま
す
。

�
　

▽
日
時
＝
７
月　

日
�

２２

　

時
〜
※
雨
天
時
は　

日

１０

２９

�
▽
場
所
＝
イ
ト
ー
ヨ
ー

カ
ド
ー
流
山
店

　

①
交
通
安
全
パ
レ
ー
ド

　

イ
ト
ー
ヨ
ー
カ
ド
ー
流

山
店
―
南
流
山
駅
間
を
、

県
警
白
バ
イ
隊
と
大
型
オ

交
通
安
全
パ
レ
ー
ド
＆

啓
発
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

ー
ト
バ
イ
「
ゴ
ー
ル
ド
ウ

イ
ン
グ
チ
ー
ム
」
が
パ
レ

ー
ド
し
ま
す
。

　

②
啓
発
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　

白
バ
イ
な
ど
の
体
験
乗

車
、
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
の
衝

撃
体
験
、
模
擬
「
ひ
っ
た

く
り
事
件
」
実
演
に
よ
る

防
犯
指
導
、
自
転
車
の
無

料
点
検
な
ど
。

　

□問
 

生
活
安
全
課
�
７
１

５
０
―
６
３
１
２

新
ル
ー
ト
説
明
会

　

日
に
初
石
公
民
館
で

２９

ぐりーんバス
　

現
在
、
市
内
３
ル
ー
ト

で
運
行
さ
れ
て
い
る
ぐ
り

ー
ん
バ
ス
。

　

市
で
は
、
平
成　

年
度

１８

中
を
目
標
に
、
流
山
お
お

た
か
の
森
駅
と
西
初
石
・

若
葉
台
地
区
を
結
ぶ
ル
ー

ト
の
新
設
を
計
画
し
て
い

ま
す
（
図
参
照
）。

　

現
在
計
画
中
の
運
行
ル

ー
ト
、
料
金
等
に
つ
い
て

の
説
明
会
を
次
の
と
お
り

行
い
ま
す
。

　

▽
日
時
＝
７
月　

日
�

２９

　

時
〜　

時　

分
▽
場
所

１０

１１

３０

＝
初
石
公
民
館
▽
申
し
込

み
＝
当
日
直
接
会
場
へ
※

駐
車
場
の
台
数
が
限
ら
れ

て
い
る
た
め
、
車
で
の
来

場
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い

　

□問
 

都
市
計
画
課
�
７
１

５
０
―
６
０
８
７

初
石
駅�

東
武
野
田
線�

至
豊
四
季�

至江戸川台�
…検討ルート�

○ぐりーんバス西初石ルート案�

至流山セントラルパーク�

●流山警察署�

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
プ
ラ
ザ�

●流山中央高校�

●西初石小学校�

●西初石

西初石

�
中学校

中学校

�
●西初石�
中学校�

●流山

流山

�
　  郵便局

郵便局

�
●流山�

　  郵便局�

保健�
センター�

県道守
谷・流

山線�

つく
ば�

エク
スプ
レス
�

至
柏
の
葉
�

キャ
ンパ
ス�

水道局�
新庁舎�

●�

流山おおたかの森駅

流山おおたかの森駅

�流山おおたかの森駅�

●�

●�

バ
ス
路
線
マ
ッ
プ
を
配
布

公
共
交
通
機
関
の
利
用
に
ご
協
力
を

　

市
で
は
、
つ
く
ば
エ
ク

ス
プ
レ
ス
の
開
業
に
よ
り

新
設
・
再
編
さ
れ
た
路
線

バ
ス
や
ぐ
り
ー
ん
バ
ス
の

運
行
ル
ー
ト
、
停
留
所
等

を
記
載
し
た
「
柏
市
・
流

山
市
バ
ス
路
線
マ
ッ
プ
」

を
柏
市
と
共
同
で
作
成
し

　

「
千
葉
県
市
町
村
交
通

災
害
共
済
」
の
加
入
受
け

付
け
を
、
７
月　

日
か
ら

１８

８
月　

日
ま
で
行
い
ま 

３１

す
。

　

▽
対
象
＝
①
本
市
の
住

民
基
本
台
帳
（
外
国
人
登

録
原
票
を
含
む
）
に
登
録

さ
れ
て
い
る
方
②
前
記
①

に
扶
養
さ
れ
て
い
る
本
市

以
外
に
住
ん
で
い
る
方
▽

会
費
（
年
額
）
＝
１
人
７

０
０
円
▽
見
舞
金
＝
①
死

亡
…
１
５
０
万
円
②
身
体

障
害
（
１
・
２
級
）
…　
５０

万
円
③
ケ
ガ
…
２
万
〜　
５０

万
円
④
交
通
遺
児
…
遺
児

１
人
に
つ
き　

万
円
▽
受

１０

付
場
所
／
期
間
＝
生
活
安

全
課
お
よ
び
各
出
張
所
／

７
月　

日
�
〜
８
月　

日

１８

３１

�
（
土
・
日
曜
を
除
く
）

※
出
張
受
け
付
け
も
実
施

（
別
表
参
照
）
▽
共
済
期

間
＝
平
成　

年
９
月
１
日

１８

〜
平
成　

年
８
月　

日

１９

３１

　

□問
 

生
活
安
全
課
�
７
１

５
０
―
６
３
１
２

交通災害共済

万一の事故に備えて
出張受け付けも実施

　７月５日に延べ利用者数が１０万人を突破したぐりーんバス

ま
し
た
。

　

こ
の
マ
ッ
プ
は
、
公
共

交
通
機
関
を
利
用
す
る
こ

と
で
、
自
動
車
か
ら
排
出

さ
れ
る
窒
素
酸
化
物
や
Ｃ

Ｏ
２
を
削
減
し
、
環
境
負

荷
の
軽
減
を
図
る
こ
と
を

目
的
に
作
成
さ
れ
、
環
境

問
題
へ
の
取
り
組
み
な
ど

が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

バ
ス
路
線
マ
ッ
プ
は
、

７
月
下
旬
に
自
治
会
等
を

通
じ
て
配
布
し
ま
す
。
※

出
張
所
や
各
公
民
館
等
で

も
配
付
し
ま
す

　

□問
 

都
市
計
画
課
�
７
１

５
０
―
６
０
８
７

２
０
０
年
に
１
回
の
大
雨
を
想
定

洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
配
布

　

国
土
交
通
省
江
戸
川
河

川
事
務
所
で
は
、
２
０
０

年
に
１
回
程
度
発
生
す
る

大
雨
に
よ
り
、
江
戸
川
の

堤
防
が
決
壊
し
た
場
合
を

想
定
し
、平
成　

年
に「
利

１７

根
川
水
系
江
戸
川
浸
水
想

定
区
域
図
」
を
公
表
し
ま

し
た
。

　

こ
れ
を
受
け
市
で
は
、

江
戸
川
が
は
ん
ら
ん
し
た

際
に
市
民
の
皆
さ
ん
が
迅

速
か
つ
安
全
に
避
難
し
、

被
害
を
最
小
限
に
抑
え
る

こ
と
を
目
的
と
し
た
避
難

地
図
「
流
山
市
洪
水
ハ
ザ

ー
ド
マ
ッ
プ
」
を
作
成
し

ま
し
た
。７
月
下
旬
ご
ろ
、

各
自
治
会
等
を
通
じ
て
配

布
し
ま
す
が
、
自
治
会
未

加
入
の
方
に
は
、
郵
送
等

で
配
布
し
ま
す
の
で
河
川

課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

※
洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す

　

□問
 

河
川
課
�
７
１
５
０

―
６
０
９
５

市
職
員
を
募
集

平
成　

年
４
月
１
日
採
用
予
定

19

　

平
成　

年
４
月
１
日
採

１９

用
予
定
の
流
山
市
職
員
を

募
集
し
ま
す
。
募
集
す
る

職
種
は
、
一
般
行
政
（
上

級
）、
土
木
（
上
級
）、
保

育
士
、
消
防
士
（
初
級
、

救
急
救
命
士
を
含
む
）
の

４
職
種
。
採
用
予
定
人
員

は
い
ず
れ
も
若
干
名
で
す
。

　

【
受
験
手
続
】

　

▽
提
出
書
類
＝
試
験
申

込
書
（
市
指
定
用
紙
を
人

事
課
で
配
布
）
に
必
要
事

項
を
記
入
し
、
原
則
本
人

が
人
事
課
へ
持
参
、
ま
た

は
郵
送
▽
受
付
期
間
／
時

間
＝
７
月　

日
�
〜
８
月

３１

　

日
�
（
土
・
日
曜
を
除

１１く
）
／
９
時
〜　

時
※
郵

１７

送
は
８
月　

日
消
印
有
効

１１

　

【
第
１
次
試
験
】

　

▽
期
日
／
内
容
＝
９
月

　

日
�
／
一
般
教
養
、
専

１７門
試
験
、
作
文
試
験
、
適

性
試
験
▽
場
所
＝
東
洋
学

園
大
学
※
第
２
次
試
験
は

面
接
な
ど
（
日
程
は
第
１

次
試
験
合
格
者
に
通
知
）

　

□問
 

人
事
課
�
７
１
５
０

―
６
０
６
８

交通災害共済の出張受け付け

受付時間・場所
期　日

１３：３０～１６：３０９：３０～１１：３０

鰭ケ崎団地自治会館東自治会館（向小金）７月２５日�

江戸川台西自治会館松ケ丘自治会館７月２６日�

東深井福祉会館７月２７日�

受験資格職　種
　昭和５１年４月２日から昭和６０年４月１
日までに生まれた方で、学歴を問わない

一般行政（上級）
土木（上級）

　昭和５３年４月２日から昭和６２年４月１
日までに生まれた方で、保育士の資格を
有する方および平成１９年３月３１日までに
資格取得見込みの方

保育士

　昭和５３年４月２日から平成元年４月１
日までに生まれた方で、学歴を問わない

消防士
（初級、救急救
命士を含む）
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計
画
の
背
景

　

緑
へ
の
関
心
が
高
ま
る

中
で
、
良
好
な
生
活
環
境

を
形
成
す
る
た
め
に
は
、

市
民
や
事
業
者
、
行
政
が

協
働
し
て
緑
地
の
保
全
や

緑
化
の
推
進
に
取
り
組
む

必
要
が
あ
り
ま
す
。
こ
の

取
り
組
み
を
実
現
す
る
に 

は
、
緑
に
関
す
る
施
策
や

取
り
組
み
を
計
画
的
、
総

合
的
に
進
め
る
た
め
の
計

画
が
必
要
で
す
。
今
回
策

定
し
た「
緑
の
基
本
計
画
」

は
、こ
う
し
た
背
景
か
ら
、

市
民
の
参
加
や
ご
意
見
を

い
た
だ
き
な
が
ら
、
都
市

緑
地
法
に
基
づ
い
て
策
定

し
た
も
の
で
す
。

基
本
理
念

　

本
市
の
緑
の
構
造
的
な

特
徴
は
、
江
戸
川
や
利
根

緑
の
基
本
計
画
を
策
定

緑
の
基
本
計
画
を
策
定

都
心
か
ら
一
番
近
い
森
の
街
へ

都
心
か
ら
一
番
近
い
森
の
街
へ

　

流
山
市
で
は
、
緑
地
の
保
全
お
よ
び
緑
化
の
推

進
に
関
す
る
総
合
的
な
計
画
と
な
る
「
流
山
市
緑

の
基
本
計
画
」を
策
定
し
ま
し
た
。
こ
の
計
画
は
、

平
成　

年
度
を
目
標
年
度
と
し
、
緑
豊
か
な
街
づ

３１

く
り
を
展
開
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
市
民
の
皆
さ

ん
か
ら
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
ご
意
見
な
ど
を
反
映

さ
せ
な
が
ら
策
定
し
た
も
の
で
す
。
今
回
は
、
そ

の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

運
河
な
ど
の
水
辺
環
境
の

豊
か
さ
と
、
古
く
か
ら
あ

る
斜
面
樹
林
や
平
地
林
な

ど
が
残
存
し
て
い
る
こ
と

で
す
。

　

し
か
し
、
つ
く
ば
エ
ク

ス
プ
レ
ス
沿
線
整
備
地
域

内
の
土
地
区
画
整
理
事
業

な
ど
で
、
こ
う
し
た
緑
が

減
少
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
今
後
の
ま
ち
づ

く
り
に
当
た
っ
て
は
、
残

さ
れ
た
緑
地
の
保
全
と
新

た
な
緑
の
創
出
に
よ
り
、

緑
豊
か
な
ま
ち
づ
く
り
を

展
開
す
る
こ
と
を
目
指
し

ま
す
。

　

そ
の
た
め
の
手
段
と
し

て
は
、市
民
や
市
民
団
体
、

事
業
者
な
ど
が
協
働
し
て

緑
づ
く
り
が
で
き
る
場
を

つ
く
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

次
世
代
の
子
ど
も
た
ち
の

た
め
に
も
、
水
と
緑
の
良

好
な
環
境
を
残
す
こ
と
を

目
指
し
ま
す
。

将　

来　

像

　

こ
う
し
た
基
本
理
念
の

も
と
、
緑
の
将
来
像
を

「
緑
の
風
に
つ
つ
ま
れ
る

ふ
る
さ
と
・
流
山
」
と
し

ま
す
。目

標
水
準

　

﹇
緑
地
の
目
標
水
準
﹈

　

緑
地
は
、
市
域
の　

パ
２０

ー
セ
ン
ト
（
７
０
６
ヘ
ク

タ
ー
ル
）
以
上
を
確
保
目

標
と
し
ま
す
。（
平
成　

年
１５

は　

・
６
パ
ー
セ
ン
ト
）　

１３

　
﹇
緑
被
率
の
目
標
水
準
﹈

　

緑
に
被
わ
れ
た
土
地
を

市
域
の　

パ
ー
セ
ン
ト

３５

（
１
２
３
５
ヘ
ク
タ
ー
ル
）

以
上
を
維
持
し
ま
す
。 

（
平
成　

年
は　

・
２
パ

１５

４２

ー
セ
ン
ト
）

　

﹇
都
市
公
園
面
積
の
目

標
水
準
﹈

　

１
人
当
た
り
の
都
市
公

園
面
積
は
、　

平
方
メ
ー

１０

ト
ル
以
上
を
確
保
し
ま
す
。

（
平
成　

年
は
５
・
２
平

１５

方
メ
ー
ト
ル
）

基
本
方
針

　

緑
の
基
本
計
画
を
推
進

す
る
に
当
た
っ
て
、
３
つ

の
基
本
方
針
を
定
め
、
施

策
の
体
系
を
別
表
の
と
お

り
と
し
ま
す
。

　

計
画
を
実
現
す
る
た
め

に
、
緑
の
実
施
計
画
を
策

定
し
ま
す
。
策
定
に
当
た

っ
て
は
、
広
く
ご
意
見
を

計
画
の
実
現
に
向
け
て

概
要
版
を
出
張
所
な
ど
で
配
布

お
聴
き
す
る
た
め
に
、
市

民
や
事
業
者
か
ら
な
る
緑

の
推
進
会
議
を
設
置
し
ま

す
。
策
定
さ
れ
た
緑
の
実

施
計
画
は
、
広
報
な
が
れ

や
ま
や
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

な
ど
に
よ
り
市
民
の
皆
さ

ん
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

ま
た
、
各
個
別
施
策
の

進
捗
状
況
の
管
理
や
達 

成
目
標
の
チ
ェ
ッ
ク
を
実

施
す
る
た
め
に
、
計
画

（P
lan

）、
実
践
（D

o

）、

点
検
・
評
価
（C

h
eck

）、

見
直
し
（A

ction

）
を
順

次
行
っ
て
い
く
「
Ｐ
Ｄ
Ｃ

Ａ
サ
イ
ク
ル
」
で
進
め
て

い
き
ま
す
。

　

「
緑
の
風
に
つ
つ
ま
れ

る
ふ
る
さ
と
・
流
山
」
の

実
現
の
た
め
に
は
、
市
民

と
事
業
者
、
行
政
が
協
働

し
て
取
り
組
む
こ
と
が
重

要
と
な
り
ま
す
の
で
、
引

き
続
き
皆
さ
ん
の
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
策
定
し
た
「
流

山
市
緑
の
基
本
計
画
」は
、

市
役
所
情
報
公
開
コ
ー
ナ

ー
、
公
園
緑
地
課
窓
口
、

図
書
館
で
閲
覧
で
き
る
ほ

か
、
市
ホ
ー
ム
ー
ペ
ー
ジ

か
ら
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま

す
。

　

ま
た
、
概
要
版
を
市
民

課
出
張
所
、
公
民
館
で
配

布
し
て
い
ま
す
。

　

□問
 

公
園
緑
地
課
�
７
１

５
０
―
６
０
９
２ 

篤
志
家
か
ら
寄
付

ふ
る
さ
と
緑
の
基
金
に
ご
協
力
を

　

６
月　

日
、
篤
志
家
が

１６

市
役
所
を
訪
ね　

万
円
を

１５

寄
付
し
て
く
だ
さ
い
ま
し

た
。
寄
付
く
だ
さ
っ
た
の

は
、
市
内
在
住
の　

歳
の

９１

方
。
旧
満
州
や
南
方
諸
島

な
ど
で
の
戦
争
の
実
体
験

か
ら
、
井
崎
市
長
に
「
戦

争
は
い
け
な
い
。
若
い
人

た
ち
が
み
ん
な
死
ん
で
、

国
土
も
焼
け
野
原
に
な
っ

た
」
と
平
和
の
大
切
さ
を

訴
え
、
寄
付
金
を
流
山
市

ふ
る
さ
と
緑
の
基
金
に
使

っ
て
ほ
し
い
と
お
っ
し
ゃ

っ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、６
月　

日
に
は
、

２２

茨
城
県
在
住
の
方
が
、 

「
Ｔ
Ｘ
で
都
内
の
病
院
に

通
っ
て
い
ま
す
が
、
車
窓

か
ら
見
え
る
緑
や
森
に
癒

さ
れ
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、

流
山
の
緑
保
全
の
た
め
に

使
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
、

流
山
セ
ン
ト
ラ
ル
パ
ー
ク

駅
で
途
中
下
車
し
、　

万
１０

円
を
寄
付
し
て
く
だ
さ
い

ま
し
た
。

　

寄
付
を
受
け
た
井
崎
市

長
は
「
樹
木
を
増
や
し
た

り
、
緑
を
保
全
す
る
た
め

に
大
切
に
使
わ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
」
と
感
謝
を
伝

え
ま
し
た
。

　

今
回
策
定
し
た
緑
の
基

本
計
画
で
は
、「
流
山
市
ふ

る
さ
と
緑
の
基
金
」
の
充

実
を
明
記
し
て
い
ま
す
。

緑
や
森
を
守
る
た
め
に
皆

さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

　

な
お
、
今
回
ご
寄
付
い

た
だ
き
ま
し
た
お
ふ
た
り

に
つ
き
ま
し
て
は
、
ご
本

人
の
希
望
で
匿
名
と
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

□問
 

公
園
緑
地
課
�
７
１

５
０
―
６
０
９
２

　

第
５
回
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ

コ
ン
テ
ス
ト
の
応
募
作
品

を
市
役
所
に
展
示
し
て
い

ま
す
。
入
賞
作
品
の
発
表

の
ほ
か
、
市
民
の
皆
さ
ん

に
決
め
て
い
た
だ
く
「
市

民
特
別
賞
」
の
投
票
も
行

ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
写
真
展

ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
写
真
展

っ
て
い
ま
す
。

　

▽
期
間
＝
７
月　

日
�

２１

ま
で
の
平
日
▽
時
間
＝
８

時　

分
〜　

時　

分
（　

３０

１７

２０

２１

日
は　

時　

分
ま
で
）
▽

１５

３０

場
所
＝
市
役
所
１
階
市
民

ギ
ャ
ラ
リ
ー

　

□問
 

公
園
緑
地
課
�
７
１

５
０
―
６
０
９
２

個別施策

度の活用

樹林の継続指定

区域の農地の保全

保全

保全活用

動に関する支援制度の創設

を活用した緑化の連続性確保

策路やサイクリングロードの整備

感じることができる沿川整備

屋上緑化や壁面緑化の推進

の確保

緑化の充実

でもやさしい公園づくり

公園づくり

園緑地の確保

る公園のリニューアル

の基金の有効活用

の推進

緑化の推進

ーデンの推進

の継続

開催

報発信

ア制度の充実

推進

施状況の確認

続調査の実施

路樹の検討

察・調査の推進

態調査や老朽化調査の実施

画の作成

緑の風につつまれるふるさと・流山

植栽など緑の整備も進む流山おおたかの森駅前植栽など緑の整備も進む流山おおたかの森駅前　

（　）　　 第１１１８号５

　

窓
際
な
ど
に
緑
の
カ
ー

テ
ン
（
壁
面
緑
化
）
を
設

置
す
る
と
日
除
け
や
断
熱

効
果
に
よ
り
、
室
内
温
度

が
下
が
り
夏
を
涼
し
く
過

ご
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、身
近
な
緑
や
花
、

野
菜
な
ど
を
楽
し
む
こ
と

も
で
き
ま
す
。

　

壁
面
緑
化
は
、
ヒ
ー
ト

ア
イ
ラ
ン
ド
対
策
に
有
効

で
、
冷
房
器
具
の
使
用
を

抑
え
る
た
め
、
エ
ネ
ル
ギ

ー
の
使
用
を
削
減
で
き
る

こ
と
か
ら
温
暖
化
対
策
に

も
役
立
ち
ま
す
。
地
球
環

境
と
い
う
と
遠
大
な
話
の

よ
う
で
す
が
、
実
は
身
近

　

ゴ
ー
ヤ
で
涼
し
く
、
お
い
し
く
（
江
戸
川
台
東
の
お
宅
で
）

な
と
こ
ろ
か
ら
簡
単
に
効

果
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　

夏
季
に
直
射
日
光
が
当

た
る
窓
際
や
ベ
ラ
ン
ダ
を

利
用
し
て
、
ネ
ッ
ト
な
ど

の
つ
る
支
持
材
を
取
り
付

け
た
上
、
プ
ラ
ン
タ
ー
な

ど
に
つ
る
性
の
植
物
で
あ

る
朝
顔
や
ゴ
ー
ヤ
、
キ
ュ

ウ
リ
な
ど
を
植
栽
し
て
い

く
こ
と
で
、
家
庭
で
も
手

軽
に
緑
の
カ
ー
テ
ン
を
つ

く
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
お
子
さ
ん
の
い

ら
っ
し
ゃ
る
家
庭
で
は
夏

休
み
の
自
由
研
究
に
も
い

い
で
す
ね
。

　

市
役
所
第
３
庁
舎
や
西

平
井
・
鰭
ケ
崎
地
区
区
画

整
理
事
務
所
で
も
壁
面
緑

化
に
取
り
組
ん
で
い
る
ほ

か
、
６
月
に
オ
ー
プ
ン
し

た
水
道
局
の
新
庁
舎
で
は

屋
上
緑
化
を
進
め
て
い
ま

す
。

　

□問
 

環
境
保
全
課
�
７
１

５
０
―
６
０
８
３

で
き
る
こ
と
か
ら
実
行
を

　
　

地
球
温
暖
化
を
日
常
生
活�
か
ら
防
ご
う

　

地
球
温
暖
化
問
題
は
、

予
想
さ
れ
る
影
響
の
大
き

さ
や
深
刻
さ
か
ら
見
て
、

人
類
の
生
存
基
盤
に
も
か

か
わ
る
最
も
重
要
な
環
境

問
題
の
ひ
と
つ
で
す
。

　

こ
の
た
め
、
市
で
は
、

環
境
行
動
計
画
の
一
環
と

し
て
、
市
域
全
体
か
ら
発

生
す
る
温
室
効
果
ガ
ス 

（
主
に
Ｃ
Ｏ
2

）を
抑
制
す

る
た
め
、
市
民
・
事
業
者

と
一
緒
に
地
球
温
暖
化
対

策
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ

く
「
ス
ト
ッ
プ
温
暖
化
！

な
が
れ
や
ま
計
画
（
地
球

温
暖
化
対
策
地
域
推
進
計

画
）」を
市
民
参
加
で
策
定

し
ま
し
た
。

　

こ
の
計
画
で
は
、Ｃ
Ｏ
2

の
具
体
的
な
削
減
目
標
や

取
り
組
み
を
掲
げ
る
こ
と

で
、
京
都
議
定
書
の
６
％

削
減
と
い
う
約
束
の
達
成

に
向
け
、
貢
献
し
て
い
く

こ
と
を
目
指
し
ま
す
。

　

こ
の
計
画
の
分
か
り
や

す
い
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
版
が

で
き
ま
し
た
。

　

こ
の
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
版

は
、
市
環
境
保
全
課
や
公

民
館
な
ど
で
配
布
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
も
ご
覧
い
た
だ

け
ま
す
。

　

□問
 

環
境
保
全
課
�
７
１

５
０
―
６
０
８
３

　

こ
の
夏
、
環
境
省
の

「
都
市
緑
地
を
活
用
し
た

地
域
の
熱
環
境
改
善
構

想
」適
用
第
１
号
事
業
が
、

江
戸
川
大
学
・
市
民
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
・
流
山
市
の
協

働
に
よ
り
、
い
よ
い
よ
始

ま
り
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、
Ｔ
Ｘ
沿

線
開
発
で
失
わ
れ
た
緑
を

回
復
し
な
が
ら
、
今
あ
る

森
の
緑
と
つ
な
げ
る
こ
と

で
、
街
の
価
値
を
高
め
る

た
め
の
グ
リ
ー
ン
チ
ェ
ー

ン
戦
略
の
一
環
で
、
街
の

開
発
に
あ
わ
せ
た
緑
化
に

よ
り
、
緑
陰
豊
か
な
街
の

形
成
に
む
け
た
熱
環
境
の

定
点
観
測
事
業
で
す
。

　

ま
た
、
ヒ
ー
ト
ア
イ
ラ

ン
ド
抑
制
に
効
果
の
あ
る

緑
の
量
と
質
を
評
価
し
、

優
良
な
開
発
事
業
に
グ
リ

ー
ン
マ
ー
ク
を
認
証
す
る

制
度
も
、
昨
日
、
戸
建
住

宅
街
区
と
集
合
住
宅
の
そ

れ
ぞ
れ
に
第
１
号
認
定
が

交
付
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
、
ご
紹
介
し
ま
し

た
「
流
山
市
緑
の
基
本
計

画
」、「
ス
ト
ッ
プ
温
暖

化
！
な
が
れ
や
ま
計
画
」、 

そ
し
て
6
月
に
ご
紹
介
し

た
「
流
山
市
都
市
景
観
形

成
基
本
計
画
」
な
ど
、
今
、

流
山
市
は
、「
都
心
か
ら
一

番
近
い
森
の
街
」
を
目
指

し
て
、
大
き
な
一
歩
を
踏

み
出
し
ま
し
た
。

　

小
・
中
学
校
の
ビ
オ
ト

ー
プ
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
が
手
入
れ

を
し
て
い
る
水
田
な
ど
で
、

今
月
下
旬
に
は
、
ホ
タ
ル

の
舞
う
姿
が
見
ら
れ
る
そ

う
で
す
。
オ
オ
タ
カ
や
フ

ク
ロ
ウ
が
営
巣
す
る
市
野

谷
の
森
を
は
じ
め
、
西
初

石
小
鳥
の
森
、
東
深
井
古

墳
の
森
、芝
崎
小
鳥
の
森
、

総
合
運
動
公
園
や
利
根
運

河
な
ど
、
市
内
に
は
森
林

浴
や
バ
ー
ド
ウ
ォ
ッ
チ
ン

グ
が
楽
し
め
る
森
等
が
点

在
し
て
い
ま
す
。こ
の
夏
、

マ
イ
ナ
ス
イ
オ
ン
い
っ
ぱ

い
の
木
漏
れ
日
の
中
、
市

内
の
森
を
楽
し
ん
で
み
ま

せ
ん
か
。

広広広広広広広広広広広広広広広広広
ががががががががががががががががが
るるるるるるるるるるるるるるるるる
緑緑緑緑緑緑緑緑緑緑緑緑緑緑緑緑緑
ののののののののののののののののの
カカカカカカカカカカカカカカカカカ
ーーーーーーーーーーーーーーーーー
テテテテテテテテテテテテテテテテテ
ンンンンンンンンンンンンンンンンン

お
店
や
住
ま
い
で
も
手
軽
に

家庭でできる温暖化対策
たとえば…こんな身近な事例から

　たとえば冷暖房の温度…
　冷房の温度を１度高く、暖房の温度を１度低く設
定するだけで、年間約３１�のCO2削減、年間電気料
金約２０００円の節約。
　たとえば車の運転…
　週２日往復８�の車の運転を控えると、年間約
１８５�のCO2削減、年間約８０００円の節約。
　たとえばアイドリングストップ…
　１日５分間のアイドリングストップを行うと、年
間約３９�のCO2削減、年間約２０００円の節約。
　たとえば待機電力…
　コンセントを抜くなど主電源を切り、待機電力を
９０％削減すると、年間約８７�のCO2削減、年間約６０００
円の節約。
　たとえばシャワー…
　シャワーを１日１分家族全員が減らすと、年間約
６５�のCO2削減、年間約４０００円の節約。
　たとえばお風呂の残り湯…
　お風呂の残り湯を洗濯に使いまわすと、年間約１７
�のCO2削減、年間約５０００円の節約。
　たとえばポットなどの保温…
　ポットやジャーの保温を止めると年間約３１�の
CO2削減、年間約２０００円の節約。
　たとえば家族団らん…
　家族が同じ部屋で団らんし、暖房と照明の利用を
２割減らすと年間約２４０�のCO2削減、年間約１万
１０００円の節約。
　たとえばマイバッグ…
　買い物袋を持ち歩き、省包装の商品を選ぶと、年
間約５８�のCO2削減。
　たとえばテレビ…
　テレビ番組を選び、１日１時間テレビ視聴を減ら
すと、年間約１３�のCO2削減、年間約１０００円の節約。
　□問 環境保全課�７１５０―６０８３

井
崎
市
長
か
ら
の

メ
ッ
セ
ー
ジ

森
林
浴
が
楽
し
め
る

流
山
を
い
つ
ま
で
も

基本施策基本
方針

基本
理念

①市民緑地制度

（１）自然環境を守る緑の
保全と活用

わ
た
し
た
ち
が
次
世
代
に
伝

え
る
べ
き
緑
を
守
り
ま
す　

「
緑
の
風
に
つ
つ
ま
れ
る
ふ
る
さ
と
・
流
山
」

②保存樹木・樹

③市街化調整区

④斜面樹林の保

⑤湧水の保全

⑥市民の森の保

⑦樹林地保全活動

①河川・幹線道路
（１）水と緑のネットワー

クづくりわ
た
し
た
ち
が
親
し
み
を
持
ち
、

誇
れ
る
緑
を
つ
く
り
ま
す

②快適に歩ける散策

③河川を身近に感

①新規建築物の屋（２）つくばエクスプレス
沿線整備地区の緑化
の推進

②連続的な緑の

③幹線道路の緑

①安全で誰にで

（３）公園緑地の充実

②市を代表する

③特徴的な公園

④市民参加によ

①ふるさと緑の

（１）民有地の緑化の推進
わ
た
し
た
ち
が
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
緑
を
育
み
ま
す

②地区計画等の

③事業者による

④オープンガー

①緑化講習会の

（２）緑の啓発・情報発信

②イベントの開

③市の緑の情報

④ボランティア

⑤里親制度の推

①本計画の実施

（３）緑に関する調査研究
の推進

②緑被率の継続

③魅力ある街路

④自然環境観察

⑤公園の利用実

⑥緑の実施計画

緑

壁面緑化で涼しい夏を壁面緑化で涼しい夏を
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計
画
の
背
景

　

緑
へ
の
関
心
が
高
ま
る

中
で
、
良
好
な
生
活
環
境

を
形
成
す
る
た
め
に
は
、

市
民
や
事
業
者
、
行
政
が

協
働
し
て
緑
地
の
保
全
や

緑
化
の
推
進
に
取
り
組
む

必
要
が
あ
り
ま
す
。
こ
の

取
り
組
み
を
実
現
す
る
に 

は
、
緑
に
関
す
る
施
策
や

取
り
組
み
を
計
画
的
、
総

合
的
に
進
め
る
た
め
の
計

画
が
必
要
で
す
。
今
回
策

定
し
た「
緑
の
基
本
計
画
」

は
、こ
う
し
た
背
景
か
ら
、

市
民
の
参
加
や
ご
意
見
を

い
た
だ
き
な
が
ら
、
都
市

緑
地
法
に
基
づ
い
て
策
定

し
た
も
の
で
す
。

基
本
理
念

　

本
市
の
緑
の
構
造
的
な

特
徴
は
、
江
戸
川
や
利
根

緑
の
基
本
計
画
を
策
定

緑
の
基
本
計
画
を
策
定

都
心
か
ら
一
番
近
い
森
の
街
へ

都
心
か
ら
一
番
近
い
森
の
街
へ

　

流
山
市
で
は
、
緑
地
の
保
全
お
よ
び
緑
化
の
推

進
に
関
す
る
総
合
的
な
計
画
と
な
る
「
流
山
市
緑

の
基
本
計
画
」を
策
定
し
ま
し
た
。
こ
の
計
画
は
、

平
成　

年
度
を
目
標
年
度
と
し
、
緑
豊
か
な
街
づ

３１

く
り
を
展
開
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
市
民
の
皆
さ

ん
か
ら
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
ご
意
見
な
ど
を
反
映

さ
せ
な
が
ら
策
定
し
た
も
の
で
す
。
今
回
は
、
そ

の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

運
河
な
ど
の
水
辺
環
境
の

豊
か
さ
と
、
古
く
か
ら
あ

る
斜
面
樹
林
や
平
地
林
な

ど
が
残
存
し
て
い
る
こ
と

で
す
。

　

し
か
し
、
つ
く
ば
エ
ク

ス
プ
レ
ス
沿
線
整
備
地
域

内
の
土
地
区
画
整
理
事
業

な
ど
で
、
こ
う
し
た
緑
が

減
少
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
今
後
の
ま
ち
づ

く
り
に
当
た
っ
て
は
、
残

さ
れ
た
緑
地
の
保
全
と
新

た
な
緑
の
創
出
に
よ
り
、

緑
豊
か
な
ま
ち
づ
く
り
を

展
開
す
る
こ
と
を
目
指
し

ま
す
。

　

そ
の
た
め
の
手
段
と
し

て
は
、市
民
や
市
民
団
体
、

事
業
者
な
ど
が
協
働
し
て

緑
づ
く
り
が
で
き
る
場
を

つ
く
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

次
世
代
の
子
ど
も
た
ち
の

た
め
に
も
、
水
と
緑
の
良

好
な
環
境
を
残
す
こ
と
を

目
指
し
ま
す
。

将　

来　

像

　

こ
う
し
た
基
本
理
念
の

も
と
、
緑
の
将
来
像
を

「
緑
の
風
に
つ
つ
ま
れ
る

ふ
る
さ
と
・
流
山
」
と
し

ま
す
。目

標
水
準

　

﹇
緑
地
の
目
標
水
準
﹈

　

緑
地
は
、
市
域
の　

パ
２０

ー
セ
ン
ト
（
７
０
６
ヘ
ク

タ
ー
ル
）
以
上
を
確
保
目

標
と
し
ま
す
。（
平
成　

年
１５

は　

・
６
パ
ー
セ
ン
ト
）　

１３

　
﹇
緑
被
率
の
目
標
水
準
﹈

　

緑
に
被
わ
れ
た
土
地
を

市
域
の　

パ
ー
セ
ン
ト

３５

（
１
２
３
５
ヘ
ク
タ
ー
ル
）

以
上
を
維
持
し
ま
す
。 

（
平
成　

年
は　

・
２
パ

１５

４２

ー
セ
ン
ト
）

　

﹇
都
市
公
園
面
積
の
目

標
水
準
﹈

　

１
人
当
た
り
の
都
市
公

園
面
積
は
、　

平
方
メ
ー

１０

ト
ル
以
上
を
確
保
し
ま
す
。

（
平
成　

年
は
５
・
２
平

１５

方
メ
ー
ト
ル
）

基
本
方
針

　

緑
の
基
本
計
画
を
推
進

す
る
に
当
た
っ
て
、
３
つ

の
基
本
方
針
を
定
め
、
施

策
の
体
系
を
別
表
の
と
お

り
と
し
ま
す
。

　

計
画
を
実
現
す
る
た
め

に
、
緑
の
実
施
計
画
を
策

定
し
ま
す
。
策
定
に
当
た

っ
て
は
、
広
く
ご
意
見
を

計
画
の
実
現
に
向
け
て

概
要
版
を
出
張
所
な
ど
で
配
布

お
聴
き
す
る
た
め
に
、
市

民
や
事
業
者
か
ら
な
る
緑

の
推
進
会
議
を
設
置
し
ま

す
。
策
定
さ
れ
た
緑
の
実

施
計
画
は
、
広
報
な
が
れ

や
ま
や
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

な
ど
に
よ
り
市
民
の
皆
さ

ん
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

ま
た
、
各
個
別
施
策
の

進
捗
状
況
の
管
理
や
達 

成
目
標
の
チ
ェ
ッ
ク
を
実

施
す
る
た
め
に
、
計
画

（P
lan

）、
実
践
（D

o

）、

点
検
・
評
価
（C

h
eck

）、

見
直
し
（A

ction

）
を
順

次
行
っ
て
い
く
「
Ｐ
Ｄ
Ｃ

Ａ
サ
イ
ク
ル
」
で
進
め
て

い
き
ま
す
。

　

「
緑
の
風
に
つ
つ
ま
れ

る
ふ
る
さ
と
・
流
山
」
の

実
現
の
た
め
に
は
、
市
民

と
事
業
者
、
行
政
が
協
働

し
て
取
り
組
む
こ
と
が
重

要
と
な
り
ま
す
の
で
、
引

き
続
き
皆
さ
ん
の
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
策
定
し
た
「
流

山
市
緑
の
基
本
計
画
」は
、

市
役
所
情
報
公
開
コ
ー
ナ

ー
、
公
園
緑
地
課
窓
口
、

図
書
館
で
閲
覧
で
き
る
ほ

か
、
市
ホ
ー
ム
ー
ペ
ー
ジ

か
ら
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま

す
。

　

ま
た
、
概
要
版
を
市
民

課
出
張
所
、
公
民
館
で
配

布
し
て
い
ま
す
。

　

□問
 

公
園
緑
地
課
�
７
１

５
０
―
６
０
９
２ 

篤
志
家
か
ら
寄
付

ふ
る
さ
と
緑
の
基
金
に
ご
協
力
を

　

６
月　

日
、
篤
志
家
が

１６

市
役
所
を
訪
ね　

万
円
を

１５

寄
付
し
て
く
だ
さ
い
ま
し

た
。
寄
付
く
だ
さ
っ
た
の

は
、
市
内
在
住
の　

歳
の

９１

方
。
旧
満
州
や
南
方
諸
島

な
ど
で
の
戦
争
の
実
体
験

か
ら
、
井
崎
市
長
に
「
戦

争
は
い
け
な
い
。
若
い
人

た
ち
が
み
ん
な
死
ん
で
、

国
土
も
焼
け
野
原
に
な
っ

た
」
と
平
和
の
大
切
さ
を

訴
え
、
寄
付
金
を
流
山
市

ふ
る
さ
と
緑
の
基
金
に
使

っ
て
ほ
し
い
と
お
っ
し
ゃ

っ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、６
月　

日
に
は
、

２２

茨
城
県
在
住
の
方
が
、 

「
Ｔ
Ｘ
で
都
内
の
病
院
に

通
っ
て
い
ま
す
が
、
車
窓

か
ら
見
え
る
緑
や
森
に
癒

さ
れ
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、

流
山
の
緑
保
全
の
た
め
に

使
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
、

流
山
セ
ン
ト
ラ
ル
パ
ー
ク

駅
で
途
中
下
車
し
、　

万
１０

円
を
寄
付
し
て
く
だ
さ
い

ま
し
た
。

　

寄
付
を
受
け
た
井
崎
市

長
は
「
樹
木
を
増
や
し
た

り
、
緑
を
保
全
す
る
た
め

に
大
切
に
使
わ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
」
と
感
謝
を
伝

え
ま
し
た
。

　

今
回
策
定
し
た
緑
の
基

本
計
画
で
は
、「
流
山
市
ふ

る
さ
と
緑
の
基
金
」
の
充

実
を
明
記
し
て
い
ま
す
。

緑
や
森
を
守
る
た
め
に
皆

さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

　

な
お
、
今
回
ご
寄
付
い

た
だ
き
ま
し
た
お
ふ
た
り

に
つ
き
ま
し
て
は
、
ご
本

人
の
希
望
で
匿
名
と
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

□問
 

公
園
緑
地
課
�
７
１

５
０
―
６
０
９
２

　

第
５
回
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ

コ
ン
テ
ス
ト
の
応
募
作
品

を
市
役
所
に
展
示
し
て
い

ま
す
。
入
賞
作
品
の
発
表

の
ほ
か
、
市
民
の
皆
さ
ん

に
決
め
て
い
た
だ
く
「
市

民
特
別
賞
」
の
投
票
も
行

ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
写
真
展

ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
写
真
展

っ
て
い
ま
す
。

　

▽
期
間
＝
７
月　

日
�

２１

ま
で
の
平
日
▽
時
間
＝
８

時　

分
〜　

時　

分
（　

３０

１７

２０

２１

日
は　

時　

分
ま
で
）
▽

１５

３０

場
所
＝
市
役
所
１
階
市
民

ギ
ャ
ラ
リ
ー

　

□問
 

公
園
緑
地
課
�
７
１

５
０
―
６
０
９
２

個別施策

度の活用

樹林の継続指定

区域の農地の保全

保全

保全活用

動に関する支援制度の創設

を活用した緑化の連続性確保

策路やサイクリングロードの整備

感じることができる沿川整備

屋上緑化や壁面緑化の推進

の確保

緑化の充実

でもやさしい公園づくり

公園づくり

園緑地の確保

る公園のリニューアル

の基金の有効活用

の推進

緑化の推進

ーデンの推進

の継続

開催

報発信

ア制度の充実

推進

施状況の確認

続調査の実施

路樹の検討

察・調査の推進

態調査や老朽化調査の実施

画の作成

緑の風につつまれるふるさと・流山

植栽など緑の整備も進む流山おおたかの森駅前植栽など緑の整備も進む流山おおたかの森駅前　

（　）　　 第１１１８号５

　

窓
際
な
ど
に
緑
の
カ
ー

テ
ン
（
壁
面
緑
化
）
を
設

置
す
る
と
日
除
け
や
断
熱

効
果
に
よ
り
、
室
内
温
度

が
下
が
り
夏
を
涼
し
く
過

ご
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、身
近
な
緑
や
花
、

野
菜
な
ど
を
楽
し
む
こ
と

も
で
き
ま
す
。

　

壁
面
緑
化
は
、
ヒ
ー
ト

ア
イ
ラ
ン
ド
対
策
に
有
効

で
、
冷
房
器
具
の
使
用
を

抑
え
る
た
め
、
エ
ネ
ル
ギ

ー
の
使
用
を
削
減
で
き
る

こ
と
か
ら
温
暖
化
対
策
に

も
役
立
ち
ま
す
。
地
球
環

境
と
い
う
と
遠
大
な
話
の

よ
う
で
す
が
、
実
は
身
近

　

ゴ
ー
ヤ
で
涼
し
く
、
お
い
し
く
（
江
戸
川
台
東
の
お
宅
で
）

な
と
こ
ろ
か
ら
簡
単
に
効

果
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　

夏
季
に
直
射
日
光
が
当

た
る
窓
際
や
ベ
ラ
ン
ダ
を

利
用
し
て
、
ネ
ッ
ト
な
ど

の
つ
る
支
持
材
を
取
り
付

け
た
上
、
プ
ラ
ン
タ
ー
な

ど
に
つ
る
性
の
植
物
で
あ

る
朝
顔
や
ゴ
ー
ヤ
、
キ
ュ

ウ
リ
な
ど
を
植
栽
し
て
い

く
こ
と
で
、
家
庭
で
も
手

軽
に
緑
の
カ
ー
テ
ン
を
つ

く
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
お
子
さ
ん
の
い

ら
っ
し
ゃ
る
家
庭
で
は
夏

休
み
の
自
由
研
究
に
も
い

い
で
す
ね
。

　

市
役
所
第
３
庁
舎
や
西

平
井
・
鰭
ケ
崎
地
区
区
画

整
理
事
務
所
で
も
壁
面
緑

化
に
取
り
組
ん
で
い
る
ほ

か
、
６
月
に
オ
ー
プ
ン
し

た
水
道
局
の
新
庁
舎
で
は

屋
上
緑
化
を
進
め
て
い
ま

す
。

　

□問
 

環
境
保
全
課
�
７
１

５
０
―
６
０
８
３

で
き
る
こ
と
か
ら
実
行
を

　
　

地
球
温
暖
化
を
日
常
生
活�
か
ら
防
ご
う

　

地
球
温
暖
化
問
題
は
、

予
想
さ
れ
る
影
響
の
大
き

さ
や
深
刻
さ
か
ら
見
て
、

人
類
の
生
存
基
盤
に
も
か

か
わ
る
最
も
重
要
な
環
境

問
題
の
ひ
と
つ
で
す
。

　

こ
の
た
め
、
市
で
は
、

環
境
行
動
計
画
の
一
環
と

し
て
、
市
域
全
体
か
ら
発

生
す
る
温
室
効
果
ガ
ス 

（
主
に
Ｃ
Ｏ
2

）を
抑
制
す

る
た
め
、
市
民
・
事
業
者

と
一
緒
に
地
球
温
暖
化
対

策
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ

く
「
ス
ト
ッ
プ
温
暖
化
！

な
が
れ
や
ま
計
画
（
地
球

温
暖
化
対
策
地
域
推
進
計

画
）」を
市
民
参
加
で
策
定

し
ま
し
た
。

　

こ
の
計
画
で
は
、Ｃ
Ｏ
2

の
具
体
的
な
削
減
目
標
や

取
り
組
み
を
掲
げ
る
こ
と

で
、
京
都
議
定
書
の
６
％

削
減
と
い
う
約
束
の
達
成

に
向
け
、
貢
献
し
て
い
く

こ
と
を
目
指
し
ま
す
。

　

こ
の
計
画
の
分
か
り
や

す
い
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
版
が

で
き
ま
し
た
。

　

こ
の
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
版

は
、
市
環
境
保
全
課
や
公

民
館
な
ど
で
配
布
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
も
ご
覧
い
た
だ

け
ま
す
。

　

□問
 

環
境
保
全
課
�
７
１

５
０
―
６
０
８
３

　

こ
の
夏
、
環
境
省
の

「
都
市
緑
地
を
活
用
し
た

地
域
の
熱
環
境
改
善
構

想
」適
用
第
１
号
事
業
が
、

江
戸
川
大
学
・
市
民
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
・
流
山
市
の
協

働
に
よ
り
、
い
よ
い
よ
始

ま
り
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、
Ｔ
Ｘ
沿

線
開
発
で
失
わ
れ
た
緑
を

回
復
し
な
が
ら
、
今
あ
る

森
の
緑
と
つ
な
げ
る
こ
と

で
、
街
の
価
値
を
高
め
る

た
め
の
グ
リ
ー
ン
チ
ェ
ー

ン
戦
略
の
一
環
で
、
街
の

開
発
に
あ
わ
せ
た
緑
化
に

よ
り
、
緑
陰
豊
か
な
街
の

形
成
に
む
け
た
熱
環
境
の

定
点
観
測
事
業
で
す
。

　

ま
た
、
ヒ
ー
ト
ア
イ
ラ

ン
ド
抑
制
に
効
果
の
あ
る

緑
の
量
と
質
を
評
価
し
、

優
良
な
開
発
事
業
に
グ
リ

ー
ン
マ
ー
ク
を
認
証
す
る

制
度
も
、
昨
日
、
戸
建
住

宅
街
区
と
集
合
住
宅
の
そ

れ
ぞ
れ
に
第
１
号
認
定
が

交
付
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
、
ご
紹
介
し
ま
し

た
「
流
山
市
緑
の
基
本
計

画
」、「
ス
ト
ッ
プ
温
暖

化
！
な
が
れ
や
ま
計
画
」、 

そ
し
て
6
月
に
ご
紹
介
し

た
「
流
山
市
都
市
景
観
形

成
基
本
計
画
」
な
ど
、
今
、

流
山
市
は
、「
都
心
か
ら
一

番
近
い
森
の
街
」
を
目
指

し
て
、
大
き
な
一
歩
を
踏

み
出
し
ま
し
た
。

　

小
・
中
学
校
の
ビ
オ
ト

ー
プ
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
が
手
入
れ

を
し
て
い
る
水
田
な
ど
で
、

今
月
下
旬
に
は
、
ホ
タ
ル

の
舞
う
姿
が
見
ら
れ
る
そ

う
で
す
。
オ
オ
タ
カ
や
フ

ク
ロ
ウ
が
営
巣
す
る
市
野

谷
の
森
を
は
じ
め
、
西
初

石
小
鳥
の
森
、
東
深
井
古

墳
の
森
、芝
崎
小
鳥
の
森
、

総
合
運
動
公
園
や
利
根
運

河
な
ど
、
市
内
に
は
森
林

浴
や
バ
ー
ド
ウ
ォ
ッ
チ
ン

グ
が
楽
し
め
る
森
等
が
点

在
し
て
い
ま
す
。こ
の
夏
、

マ
イ
ナ
ス
イ
オ
ン
い
っ
ぱ

い
の
木
漏
れ
日
の
中
、
市

内
の
森
を
楽
し
ん
で
み
ま

せ
ん
か
。

広広広広広広広広広広広広広広広広広
ががががががががががががががががが
るるるるるるるるるるるるるるるるる
緑緑緑緑緑緑緑緑緑緑緑緑緑緑緑緑緑
ののののののののののののののののの
カカカカカカカカカカカカカカカカカ
ーーーーーーーーーーーーーーーーー
テテテテテテテテテテテテテテテテテ
ンンンンンンンンンンンンンンンンン

お
店
や
住
ま
い
で
も
手
軽
に

家庭でできる温暖化対策
たとえば…こんな身近な事例から

　たとえば冷暖房の温度…
　冷房の温度を１度高く、暖房の温度を１度低く設
定するだけで、年間約３１�のCO2削減、年間電気料
金約２０００円の節約。
　たとえば車の運転…
　週２日往復８�の車の運転を控えると、年間約
１８５�のCO2削減、年間約８０００円の節約。
　たとえばアイドリングストップ…
　１日５分間のアイドリングストップを行うと、年
間約３９�のCO2削減、年間約２０００円の節約。
　たとえば待機電力…
　コンセントを抜くなど主電源を切り、待機電力を
９０％削減すると、年間約８７�のCO2削減、年間約６０００
円の節約。
　たとえばシャワー…
　シャワーを１日１分家族全員が減らすと、年間約
６５�のCO2削減、年間約４０００円の節約。
　たとえばお風呂の残り湯…
　お風呂の残り湯を洗濯に使いまわすと、年間約１７
�のCO2削減、年間約５０００円の節約。
　たとえばポットなどの保温…
　ポットやジャーの保温を止めると年間約３１�の
CO2削減、年間約２０００円の節約。
　たとえば家族団らん…
　家族が同じ部屋で団らんし、暖房と照明の利用を
２割減らすと年間約２４０�のCO2削減、年間約１万
１０００円の節約。
　たとえばマイバッグ…
　買い物袋を持ち歩き、省包装の商品を選ぶと、年
間約５８�のCO2削減。
　たとえばテレビ…
　テレビ番組を選び、１日１時間テレビ視聴を減ら
すと、年間約１３�のCO2削減、年間約１０００円の節約。
　□問 環境保全課�７１５０―６０８３

井
崎
市
長
か
ら
の

メ
ッ
セ
ー
ジ

森
林
浴
が
楽
し
め
る

流
山
を
い
つ
ま
で
も

基本施策基本
方針

基本
理念

①市民緑地制度

（１）自然環境を守る緑の
保全と活用

わ
た
し
た
ち
が
次
世
代
に
伝

え
る
べ
き
緑
を
守
り
ま
す　

「
緑
の
風
に
つ
つ
ま
れ
る
ふ
る
さ
と
・
流
山
」

②保存樹木・樹

③市街化調整区

④斜面樹林の保

⑤湧水の保全

⑥市民の森の保

⑦樹林地保全活動

①河川・幹線道路
（１）水と緑のネットワー

クづくりわ
た
し
た
ち
が
親
し
み
を
持
ち
、

誇
れ
る
緑
を
つ
く
り
ま
す

②快適に歩ける散策

③河川を身近に感

①新規建築物の屋（２）つくばエクスプレス
沿線整備地区の緑化
の推進

②連続的な緑の

③幹線道路の緑

①安全で誰にで

（３）公園緑地の充実

②市を代表する

③特徴的な公園

④市民参加によ

①ふるさと緑の

（１）民有地の緑化の推進
わ
た
し
た
ち
が
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
緑
を
育
み
ま
す

②地区計画等の

③事業者による

④オープンガー

①緑化講習会の

（２）緑の啓発・情報発信

②イベントの開

③市の緑の情報

④ボランティア

⑤里親制度の推

①本計画の実施

（３）緑に関する調査研究
の推進

②緑被率の継続

③魅力ある街路

④自然環境観察

⑤公園の利用実

⑥緑の実施計画

緑

壁面緑化で涼しい夏を壁面緑化で涼しい夏を
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平成１８年７月１５日（土曜日）　　　（　）６第１１１８号

★印のあるものは市主催のものです 

　献血にご協力を　
　
　▽日時＝８月１日�１０時～１６時▽場所＝市
役所▽献血のできる方＝１６歳～６９歳の健康
な方（６５歳以上の方は、６０歳から６４歳まで
に献血経験がある方）※献血手帳がある方
は持参
　□問 保健センター�７　１　５　４－０　３　３　１

第２１９回サロンコンサート 
�♪　今月は２８日に　�♪

　▽日時＝７月２８日�１２時１５分～▽場所＝市役所市民ギャラリー 
▽テーマ＝世界の作曲家シリーズVol.３４「シューマン」～愛の歌・
ロマンの調べ～▽曲目＝「はすの花」、「二人の 擲  弾  兵 」、「トロイ

てき だん へい

メライ」ほか▽出演＝熊坂良雄（バリトン）、熊坂牧子（ソプラ
ノ）、ウルリヒ・ホーフマン（ピアノ：国立エッセン音楽大学・ヴ
ュルツブルク音楽大学講師）
　□問 生涯学習課�７１５０―６１０６

�
　

★
「
健
康
を
支
え
る
栄

養
学
」
に
よ
る
調
理
実
習

　

▽
期
日
＝
７
月　

日
� 

１９

・　

日
�
・　

日
�
・　

日

２０

２６

２７

�
、８
月
９
日
�
・　

日
�

１０

▽
時
間
＝　

時
〜　

時
▽

１０

１３

場
所
＝
文
化
会
館
▽
参
加

費
＝
１
回
６
０
０
円
（
材

料
代
）
▽
持
ち
物
＝
エ
プ

ロ
ン
、
三
角
巾
、
ふ
き
ん
、

デ
ジ
タ
ル
は
か
り
、
筆
記

用
具
※
申
込
方
法
な
ど
、

詳
細
は
問
い
合
わ
せ
を

　

□問
 

国
保
年
金
課
�
７
１

５
０
―
６
０
７
７

　

陶
芸
入
門
講
座
（
全
３

回
）

　

▽
期
日
＝
７
月　

日
、

２７

８
月　

日
・　

日
の
木
曜

１７

２４

▽
時
間
＝
９
時
〜　

時 
１１

（
７
月　

日
は　

時
ま 

２７

１２

で
）
▽
場
所
＝
県
立
養
護

学
校
流
山
高
等
学
園
▽
対

象
／
定
員
＝
県
内
在
住
・

在
勤
の
陶
芸
未
経
験
の
方

／　

人
（
多
数
抽
選
）
▽

２５
参
加
費
＝
２
０
０
０
円
▽

申
し
込
み
＝
往
復
ハ
ガ
キ

に
住
所
、
氏
名
、
電
話
番

号
を
明
記
の
上
、
７
月　
１９

日
（
必
着
）
ま
で
に
〒
２

７
０
―
０
１
３
５
流
山
市

講
座
・
講
演

野
々
下
２
―
４
９
６
―
１

流
山
高
等
学
園
陶
芸
入
門

講
座
係
へ

　

□問
 

県
立
養
護
学
校
流
山

高
等
学
園
�
７
１
４
８
―

０
２
０
０

　

マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
基
礎

セ
ミ
ナ
ー
・
相
談
会

　

▽
日
時
＝
７
月　

日
�

３０

　

時
〜
▽
場
所
＝
南
流
山

１３セ
ン
タ
ー
▽
定
員
＝　

人
３０

（
先
着
順
）
▽
内
容
＝
講

演
「
中
古
マ
ン
シ
ョ
ン
の

グ
レ
ー
ド
ア
ッ
プ
」
お
よ

び
管
理
組
合
個
別
相
談
会

▽
参
加
費
＝
無
料
※
申
込

方
法
な
ど
、
詳
細
は
問
い

合
わ
せ
を

　

□問
 

千
葉
県
マ
ン
シ
ョ
ン

管
理
士
会
�
０
４
３
―
２

４
４
―
９
０
９
１

　

ｉ
ワ
ー
ク
か
し
わ
「
や

さ
し
い
建
築
学
」（
全　
 ３０

回
）

　

▽
期
日
＝
７
月　

日
〜

２６

平
成　

年
３
月
７
日
の
水

１９

曜
（
８
月　

日
、　

月　

１６

１２

２７

日
、
平
成　

年
１
月
３
日

１９

を
除
く
）
▽
時
間
＝　

時
１３

　

分
〜　

時
▽
場
所
＝
柏

３０

１６

工
業
専
門
校
（
柏
市
）
▽

定
員
＝　

人
（
先
着
順
）

２０

▽
内
容
＝
１
級
建
築
士
に

よ
る
住
宅
の
構
造
・
名
称

・
耐
震
・
法
規
お
よ
び
リ

日
９
時　

分
▽
時
間
給
＝

３０

９
８
０
円
〜
１
０
０
０
円

（
交
通
費
別
途
支
給
、
夜

勤
は　

％
増
、
試
用
期
間

２５

あ
り
）
▽
申
し
込
み
＝
履

歴
書
に
必
要
事
項
を
明
記

し
、
〒
２
７
０
―
１
１
２

１
我
孫
子
市
中
峠
２
３
１

０
み
ど
り
園
へ
送
付
※
書

類
選
考
の
上
、
面
接
日
時

を
連
絡
し
ま
す

　

□問
 

み
ど
り
園
�
７
１
８

７
―
０
５
１
１

�
　

★
流
山
都
市
計
画
事
業

新
市
街
地
地
区
一
体
型
特

定
土
地
区
画
整
理
事
業
の

事
業
計
画
変
更
の
縦
覧

　

▽
縦
覧
期
間
＝
７
月　
２２

日
�
〜
８
月
４
日
�
▽
時

間
＝
９
時
〜　

時
▽
場
所

１７

＝
都
市
再
生
機
構
千
葉
常

磐
開
発
事
務
所
※
縦
覧
に

供
さ
れ
た
変
更
事
業
計
画

に
つ
い
て
ご
意
見
の
あ
る

利
害
関
係
者
は
、
８
月　
１８

日
（
消
印
有
効
）
ま
で
千

葉
県
知
事
に
意
見
書
を
提

出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す

　

□問
 

都
市
再
生
機
構
千
葉

常
磐
開
発
事
務
所
�
７
１

５
３
―
８
０
１
２

�
　

★
都
市
計
画
審
議
会

　

▽
日
時
＝
７
月　

日
�

２６

　

時
〜
※
傍
聴
受
け
付
け

１４は　

時　

分
〜
▽
場
所
＝

１３

４５

市
役
所
▽
内
容
＝
「
流
山

都
市
計
画
生
産
緑
地
地
区

の
変
更
に
つ
い
て
」、「
流

縦　

覧

施
策
会
議　
傍聴可

山
都
市
計
画
諏
訪
の
森
団

地
地
区
地
区
計
画
の
決
定

に
つ
い
て
」、「
流
山
都
市

計
画
第
一
住
宅
初
石
団
地

地
区
地
区
計
画
の
決
定
に

つ
い
て
」
※
傍
聴
希
望
の

方
は
、
受
付
で
住
所
・
氏

名
を
記
入
し
、「
同
審
議
会

傍
聴
に
関
す
る
要
領
」
に

従
っ
て
入
場
願
い
ま
す
。

な
お
、
同
審
議
会
が
当
日

非
公
開
と
決
定
し
た
議
案

は
傍
聴
で
き
ま
せ
ん
。
詳

細
は
問
い
合
わ
せ
を

　

□問
 

都
市
計
画
課
�
７
１

５
０
―
６
０
８
７

�
　

★
夏
休
み
お
話
会
ス
ペ

シ
ャ
ル

　

▽
日
時
＝
７
月　

日
�

２９

　

時
〜　

時
▽
場
所
＝
中

１５

１６

央
図
書
館
▽
対
象
＝
乳
幼

児
、
小
学
生
と
そ
の
保
護

者
▽
内
容
＝
図
書
館
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ「
栞
」

に
よ
る
絵
本
の
読
み
聞
か

せ
、
素
話
、
手
遊
び
な
ど

▽
参
加
費
＝
無
料
▽
申
し

込
み
＝
当
日
直
接
会
場
へ

　

□問
 

中
央
図
書
館
�
７
１

５
９
―
４
６
４
６

　

★
夏
休
み
宿
題
お
う
え

ん
隊

　

▽
期
日
＝
８
月
３
日
� 

・
４
日
�
・
５
日
�
▽
時

間
＝
９
時　

分
〜　

時　

３０

１１

３０

分
▽
場
所
＝
中
央
図
書
館

▽
対
象
＝
小
学
生
▽
内
容

＝
図
書
館
資
料
を
使
っ 

て
、
調
べ
方
や
検
索
方
法

を
お
手
伝
い
▽
参
加
費
＝

無
料
▽
申
し
込
み
＝
当
日

そ
の
他

　

時
〜　

時
▽
場
所
＝
東

１１

１２

部
公
民
館
▽
内
容
＝
「
き

つ
ね
に
食
べ
ら
れ
た
パ
ン

の
は
な
し
」
ほ
か
▽
出
演

＝
人
形
劇
ピ
ッ
コ
ロ
▽
入

場
料
＝
無
料
▽
申
し
込
み

＝
当
日
直
接
会
場
へ

　

□問
 

中
央
図
書
館
�
７
１

５
９
―
４
６
４
６

�
　

生
活
支
援
補
助
員
の
募

集
　

▽
勤
務
場
所
＝
知
的
障

害
者
更
生
施
設
「
み
ど
り

園
」（
我
孫
子
市
）
▽
勤
務

内
容
＝
知
的
障
害
を
持
つ

方
の
食
事
の
介
助
な
ど
生

活
全
般
の
支
援
▽
雇
用
期

間
／
募
集
人
員
＝
８
月　
１４

日
〜
９
月　

日
（
更
新
あ

３０

り
）
／
若
干
名
▽
勤
務
日

／
時
間
＝
土
・
日
曜
、
祝

日
を
含
む
３
交
代
制
（
週

休
２
日
）
／
①
７
時
〜　
１５

時　

分
②　

時　

分
〜　

３０

１１

４５

２０

時　

分
③　

時　

分
〜
翌

１５

１６

３０

資
格
・
求
人

帯
の
方
は
ご
遠
慮
く
だ
さ

い
▽
申
込
方
法
＝
申
込
期

間
中
に
直
接
リ
サ
イ
ク
ル

プ
ラ
ザ
・
プ
ラ
ザ
館
窓
口

へ
（
多
数
抽
選
、
結
果
は

当
選
者
の
み
に
通
知
）

　

②
再
生
家
具

　

再
生
家
具
は
、
先
着
順

で
販
売
し
て
い
ま
す
。

　

▽
申
込
資
格
＝
市
内
在

住
・
在
勤
・
在
学
の
方
で

１
世
帯
１
カ
月
１
点
ま
で

　

※
自
転
車
、
家
具
と
も

に
品
物
は
現
金
と
引
き
換

え
。
運
搬
は
各
自
で
お
願

い
し
ま
す

　

□問
 

リ
サ
イ
ク
ル
推
進
課

�
７
１
５
７
―
８
２
５
０

　

ち
び
っ
子
ヤ
ン
グ
大
会

＆
オ
ー
プ
ン
ス
ク
ー
ル

　

▽
日
時
＝
７
月　

日
�

２２

９
時
〜　

時
▽
場
所
＝
海

１５

上
自
衛
隊
下
総
航
空
基
地

（
柏
市
）
▽
内
容
＝
ス
ポ

ー
ツ
大
会
（
野
球
、
サ
ッ

カ
ー
、
剣
道
）、
航
空
機
や

装
備
品
の
展
示
、
消
防
車

の
試
乗
、
航
空
機
の
実
習

装
置
体
験
教
室
な
ど
※
詳

細
は
問
い
合
わ
せ
を

　

□問
 

海
上
自
衛
隊
下
総
航

空
基
地
�
７
１
９
１
―
２

３
２
１

　

「
見
え
方
・
聞
こ
え
方
」

に
関
す
る
教
育
相
談
会

　

▽
日
時
＝
８
月
４
日
�

　

時　

分
〜　

時　

分
▽

１０

３０

１４

３０

場
所
＝
県
立
野
田
養
護
学

校
（
野
田
市
）
▽
対
象
＝

視
覚
・
聴
覚
障
害
で
悩
ん

で
い
る
方
や
保
護
者
な
ど

▽
内
容
＝
①
視
覚
…
レ
ン

ズ
や
拡
大
読
書
器
な
ど
補

助
器
具
の
紹
介
や
体
験
な

ど
②
聴
覚
…
聴
力
測
定
、

補
聴
器
や
Ｆ
Ｍ
補
聴
器
の

体
験
な
ど
▽
参
加
費
＝
無

料
※
申
込
方
法
な
ど
、
詳

細
は
問
い
合
わ
せ
を

　

□問
 

県
立
野
田
養
護
学
校

�
７
１
２
２
―
７
２
７
０

／
�
７
１
２
３
―
８
４
７

４
　

夏
休
み
親
子
船
上
学
習

会
　

▽
期
日
＝
８
月
５
日
� 

・
６
日
�
▽
時
間
＝　

時
１０

〜　

時
▽
場
所
＝
手
賀
沼

１５
親
水
広
場
（
我
孫
子
市
）

▽
対
象
＝
小
学
４
年
生
〜

中
学
生
と
そ
の
保
護
者
※

高
校
生
以
上
は
保
護
者
、

子
ど
も
・
保
護
者
だ
け
の

参
加
は
不
可
▽
定
員
＝
各

日　

人
（
多
数
抽
選
）
▽

３０
内
容
＝
午
前
…
遊
覧
船
に

乗
船
し
手
賀
沼
の
自
然
に

つ
い
て
学
習
、
午
後
…
石

け
ん
作
り
と
紙
す
き
▽
参

加
費
＝
無
料
※
昼
食
は
各

自
持
参
▽
申
し
込
み
＝
往

復
ハ
ガ
キ
に
希
望
日
、
住

所
、
保
護
者
・
子
ど
も
の

名
前
、
子
ど
も
の
学
年
、

電
話
番
号
、
返
信
用
に
宛

名
を
明
記
の
上
、
７
月　
２１

日
（
消
印
有
効
）
ま
で
に

〒
２
７
０
―
１
１
４
６
我

孫
子
市
高
野
山
新
田
１
９

３
手
賀
沼
親
水
広
場
親
子

船
上
学
習
会
係
へ
※
フ
ァ

ッ
ク
ス
で
の
申
し
込
み
も

可
（
電
話
で
着
信
を
確
認

の
こ
と
）

　

□問
 

千
葉
県
手
賀
沼
親
水

広
場
�
７
１
８
４
―
０
５

５
５
／
�
７
１
８
４
―
０

９
３
６

直
接
会
場
へ

　

□問
 

中
央
図
書
館
�
７
１

５
９
―
４
６
４
６

　

★
就
学
相
談

　

市
教
育
委
員
会
で
は
、

来
年
度
か
ら
小
学
校
に
入

学
す
る
お
子
さ
ん
の
就
学

相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

入
学
に
向
け
て
、
お
子

さ
ん
の
「
こ
と
ば
」、「
情

緒
」、「
発
達
」
な
ど
の
ご

相
談
に
、
医
師
や
カ
ウ
ン

セ
ラ
ー
、
児
童
福
祉
施
設

等
の
相
談
員
、
学
校
関
係

者
等
が
対
応
し
ま
す
。
お

気
軽
に
、
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

　

□問
 

指
導
課
�
７
１
５
０

―
６
１
０
５

　

★
再
生
品
の
販
売

　

リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
・

プ
ラ
ザ
館
で
は
、
粗
大
ご

み
と
し
て
出
さ
れ
た
自
転

車
や
家
具
を
修
理
再
生
し

て
安
価
で
販
売
し
ま
す
。

　

①
再
生
自
転
車

　

▽
申
込
期
間
＝
７
月　
１５

日
�
〜　

日
�
▽
受
付
時

２９

間
＝
９
時
〜　

時
▽
申
込

１７

資
格
＝
市
内
在
住
・
在
勤

・
在
学
の
方
で
１
世
帯
１

台
ま
で
※
過
去
の
当
選
世

フ
ォ
ー
ム
時
の
注
意
点
な

ど
の
解
説
▽
参
加
費
＝
月

額
１
万
２
０
０
０
円
※
申

込
方
法
な
ど
、
詳
細
は
問

い
合
わ
せ
を

　

□問
 

柏
工
業
専
門
校
�
７

１
４
４
―
６
６
８
１

　

精
神
保
健
福
祉
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
講
座
（
全
４
回
）

　

▽
日
時
＝
９
月
５
日
�
・

　

日
�　

時
〜　

時
、　

１２

１０

１６

１０

月
４
日
�　

時
〜　

時
※

１０

１２

こ
の
ほ
か
９
月　

日
〜　

１４

１０

月
３
日
の
う
ち
１
日
実
習

あ
り
▽
場
所
＝
柏
健
康
福

祉
セ
ン
タ
ー
（
柏
市
）
ほ

か
▽
対
象
／
定
員
＝
受
講

後
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

で
き
る
方
（
当
事
者
や
家

族
を
除
く
）
／　

人
（
多

２０

数
選
考
）
▽
参
加
費
＝
無

料
▽
申
し
込
み
＝
７
月　
２５

日
ま
で
に
電
話
で
柏
健
康

福
祉
セ
ン
タ
ー
へ

　

□問
 

柏
健
康
福
祉
セ
ン
タ

ー
�
７
１
６
７
―
１
２
５

５�
　

★
第　

回
流
山
市
小
学

３６

校
水
泳
競
技
大
会

　

市
内　

校
の
小
学
生
の

１５

力
泳
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

▽
日
時
＝
７
月　

日
�

２８

８
時　

分（
開
会
式
）〜
▽

３０

場
所
＝
流
山
市
民
プ
ー
ル

　

□問
 

指
導
課
�
７
１
５
０

―
６
１
０
５

�
　

★
人
形
劇
の
つ
ど
い

　

▽
日
時
＝
７
月　

日
�

２８

大
会
・
試
合

映
画
・
公
演
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第１１１８号（　）　　　平成１８年７月１５日（土曜日）７

　２００６年原水爆禁止国民平和大行進流山コース（同行進流山
市実行委員会主催）＝７月２２日�９時～１６時、江戸川台駅西口
～横須賀中央公園（松戸市）。参加費無料□問 坂�０５０－
３０４２－８３５６
　第１回　３Ｂカーニバル流山（�日本３Ｂ体操協会千葉北流
山地区主催、市教委後援）＝７月２９日�９時３０分～１１時３０分、
生涯学習センター。参加費５００円□問 山口�７１５９－９２６６
　流山市文化協会歌謡部創立２０周年記念発表会＝７月３０日�
１０時～１７時３０分、文化会館。入場料無料□問 �峰�７１５２－
４７０８
　第２９回住宅デー（無料住宅改善相談・耐震相談、包丁研ぎ
・まな板削りなど）（千葉土建流山支部主催、市後援）＝７月
３０日�１０時～１４時、美原１号公園、平和台２号公園、松ケ丘旭
会館、南流山３号公園の４会場で同時開催□問 同流山支部�
７１５０－１９６６
　スズ虫交換会・無料配布（流山スズ虫の会主催）＝８月５日
�１０時～１１時３０分、文化会館。※容器持参□問 坂本�７１５８
－２１８８

市民伝言板�

問�□秘書広報課�7 1 5 0 　 6 0 6 3 　�

　このコーナーに掲載を希望する方は秘書広報課、各公民館、南流山
センター、森の図書館、各福祉会館、市民総合体育館にある掲載申
込書に必要事項を記入の上、掲載希望号の１カ月前（イベント掲載希
望者のみ）までに秘書広報課に提出を。�
　なお、掲載する内容はイベント名・サークル名、開催日時・場
所、問い合わせ先です。また、内容の確認は当事者間でするように
お願いします。�

－�

イ ベ ン ト サ ー ク ル

　子どもも楽しめます子どもも楽しめます

�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����

福
利
厚
生
の
充
実
に

福
利
厚
生
の
充
実
に

勤
労
者
互
助
会
に
加
入
を

勤
労
者
互
助
会
に
加
入
を

ボボ
クク
シシ
ンン
ググ
でで
健健
康康
増増
進進

高高
校校
開開
放放
講講
座座
にに
参参
加加
をを

政
治
や
選
挙
に
関
心
を

政
治
や
選
挙
に
関
心
を

ポ
ス
タ
ー
・
標
語
を
募
集

ポ
ス
タ
ー
・
標
語
を
募
集

※ダイオキシン類の測定は１カ月間連続してサンプリングし、検査に約２カ月を要す
ることから結果の公表が遅れます
　□問 リサイクル推進課�７１５７－８２５０

クリーンセンター大気質環境測定結果　　　（平成１８年４月・５月）
測定数値　保証数値法・条例に

よる規制値項　　　目

１以下５月１０以下ー硫黄酸化物
（ppm）

排　

出　

ガ　

ス

大　
　

気　
　

質

１１以下５月３０以下２５０以下窒素酸化物
（ppm）

２以下５月１０以下４３０以下塩化水素
（ppm）

１以下５月５以下８０以下ばいじん
（mg/�Ｎ）

０.００９以下５月０.０３以下ー水銀
（mg/�Ｎ）

０.００００８４以下４月０.０１以下１以下ダイオキシン類
（ng‐ＴＥＱ/�Ｎ）

　

流
山
市
勤
労
者
互
助
会

を
ご
存
知
で
す
か
。

　

同
会
は
、
市
内
中
小
企

業
の
従
業
員
や
事
業
主
の

福
祉
の
増
進
お
よ
び
生
活

の
安
定
に
寄
与
す
る
も
の

で
す
。
日
帰
り
バ
ス
ツ
ア

ー
や
人
間
ド
ッ
ク
補
助
な

ど
の
福
利
厚
生
事
業
を
は

じ
め
、
宿
泊
施
設
な
ど
の

割
引
事
業
、結
婚
や
出
産
、

永
年
勤
続
な
ど
に
対
す
る

共
済
給
付
事
業
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　

事
業
所
の
福
利
厚
生
の

充
実
に
、
あ
な
た
の
事
業

　

公
民
館
で
は
、
県
立
流

山
高
校
と
の
共
催
で
、
高

校
開
放
講
座
「
さ
わ
や
か

健
康
ボ
ク
シ
ン
グ
教
室
」

を
開
催
し
ま
す
。

　

ボ
ク
シ
ン
グ
の
練
習
は
、

心
肺
機
能
が
鍛
え
ら
れ
健

康
の
増
進
は
も
ち
ろ
ん
の

こ
と
、
ダ
イ
エ
ッ
ト
効
果

や
ス
ト
レ
ス
の
解
消
に
も

な
り
ま
す
。

　

ボ
ク
シ
ン
グ
の
基
本
的

な
練
習
を
中
心
に
行
い
ま

す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
参

加
く
だ
さ
い
。
親
子
で
の

　

市
選
挙
管
理
委
員
会
と

市
明
る
い
選
挙
推
進
協
議

会
で
は
、「
明
る
い
選
挙
啓

発
ポ
ス
タ
ー
・
標
語
」
を

募
集
し
ま
す
。

　

政
治
や
選
挙
に
関
心
を

持
っ
て
い
た
だ
き
、
き
れ

い
で
明
る
い
選
挙
を
推
進

す
る
た
め
、
毎
年
行
っ
て

い
る
も
の
で
す
。

　

▽
対
象
＝
小
学
生
以
上

の
市
民
▽
応
募
方
法
＝
９

月
８
日
（
必
着
）
ま
で
に

市
選
挙
管
理
委
員
会
事
務

局
へ
※「
公
明
選
挙
」、「
明

正
選
挙
」
の
標
語
は
使
用

で
き
ま
せ
ん
。
ま
た
、
作

品
の
返
却
は
し
ま
せ
ん
。

入
賞
作
品
の
版
権
は
主
催

者
側
に
属
し
、
自
由
に
利

用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す

　

【
ポ
ス
タ
ー
】

　

明
る
い
選
挙
を
推
進
す

る
内
容
で
、
画
用
紙
４
ツ

切（
５
４
２
×
３
８
２
㎜
）、

８
ツ
切
（
３
８
２
×
２
７

１
㎜
）
ま
た
は
そ
れ
に
準

ず
る
大
き
さ
の
自
作
ポ
ス

参
加
も
歓
迎
し
ま
す
。

　

▽
期
日
＝
８
月
６
日
〜

　

月
８
日
の
毎
週
日
曜

１０（
全　

回
）
▽
時
間
＝　

１０

１４

時
〜　

時　

分
▽
場
所
＝

１５

３０

県
立
流
山
高
等
学
校
▽
対

象
／
定
員
＝
市
内
在
住
の

小
学
４
年
生
〜　

歳
位
の

４０

方
／　

人
（
多
数
抽
選
、

３０

初
め
て
参
加
の
方
を
優 

先
）
▽
内
容
＝
ボ
ク
シ
ン

グ
の
基
本
練
習
、
基
本
的

な
フ
ォ
ー
ム
の
練
習
▽
参

加
費
＝
無
料
▽
申
し
込
み

＝
往
復
ハ
ガ
キ
に
「
ボ
ク

シ
ン
グ
教
室
」参
加
希
望
、

住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
性

別
、
電
話
番
号
、
返
信
用

に
宛
名
を
明
記
の
上
、
７

月　

日
（
必
着
）
ま
で
に

２８
〒
２
７
０
―
０
１
７
６
流

山
市
加
１
―　

―
２
文
化

１６

会
館
へ

　

□問
 

文
化
会
館
�
７
１
５

８
―
３
４
６
２

応
が
必
要
で
す
。

　

子
育
て
に
悩
ん
だ
ら

　

児
童
虐
待
で
は
、
保
護

者
自
身
が
解
決
で
き
な
い

多
く
の
問
題
を
抱
え
、
ひ

と
り
で
悩
ん
で
い
る
場
合

が
多
く
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

子
育
て
に
悩
ん
だ
と
き

は
、
各
相
談
窓
口
（
別
表

参
照
）
に
お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

　

虐
待
に
気
付
い
た
ら

　

児
童
虐
待
は
「
家
庭
」

の
中
で
起
き
る
た
め
、
実

態
が
表
面
に
現
れ
に
く
い

問
題
で
す
。

　

被
害
を
未
然
に
防
止
す

る
に
は
、
周
囲
の
方
の
見

守
り
が
必
要
で
す
。
身
近

な
場
所
で
心
配
な
保
護
者

や
子
ど
も
を
見
掛
け
た 

ら
、
子
育
て
支
援
課
や
柏

児
童
相
談
所
に
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

　

□問
 

子
育
て
支
援
課
�
７

１
５
０
―
６
０
８
２

所
も
入
会
し
ま
せ
ん
か
。

　

▽
入
会
資
格
＝
市
内
の

中
小
企
業
の
事
業
所
（
理

事
会
の
承
認
要
）
▽
会
費

＝
１
人
当
た
り
６
０
０
０

円
※
負
担
し
た
会
費
は
、

確
定
申
告
の
際
に
一
定
条

件
で
福
利
厚
生
費
と
し
て

損
金
ま
た
は
必
要
経
費
と

し
て
計
上
で
き
ま
す

　

□問
 

流
山
市
商
工
会
内
勤

労
者
互
助
会
事
務
局
�
７

１
５
８
―
６
１
１
１

や
棄
権
防
止
を
呼
び
掛
け

る
自
作
標
語
（
適
当
な
大

き
さ
の
短
冊
に　

字
以
内

２０

で
）。短
冊
１
枚
に
１
作
品

で
１
人
２
点
ま
で
。

　

※
ポ
ス
タ
ー
は
作
品
の

裏
面
右
下
に
、
標
語
は
作

品
の
左
横
に
、
学
校
の
名

称
お
よ
び
所
在
地
の
県 

名
、学
年
、住
所
、氏
名（
ふ

り
が
な
）、年
齢
を
明
記
し

て
く
だ
さ
い

　

□問
 

市
選
挙
管
理
委
員
会

事
務
局
�
７
１
５
０
―
６

１
０
０

タ
ー
。
描
画
材
は
自
由
で

１
人
１
点
ま
で
。

　

【
標　

語
】

　

き
れ
い
な
選
挙
の
推
進

子
育
て
は
明
る
く
笑
顔
で

子
育
て
は
明
る
く
笑
顔
で

ひ
と
り
で
悩
ま
ず
相
談
を

ひ
と
り
で
悩
ま
ず
相
談
を

　

子
ど
も
の
健
や
か
な
成

長
は
誰
も
が
願
う
こ
と
。

し
か
し
、
深
刻
な
児
童
虐

待
の
報
道
は
後
を
絶
た 

ず
、
市
役
所
へ
の
子
育
て

に
関
す
る
相
談
も
増
加
し

て
い
ま
す
。

　

児
童
虐
待
は
、
子
ど
も

の
心
身
の
成
長
や
人
格
の

形
成
に
マ
イ
ナ
ス
の
影
響

を
及
ぼ
す
こ
と
が
少
な
く

あ
り
ま
せ
ん
。

　

被
害
を
未
然
に
防
止
す

る
た
め
に
は
、
早
期
の
対

小規模特認校　　八木中学校　　　西初石中学校　
市市市市市市市市市市市市市市市市内内内内内内内内内内内内内内内内全全全全全全全全全全全全全全全全域域域域域域域域域域域域域域域域かかかかかかかかかかかかかかかからららららららららららららららら入入入入入入入入入入入入入入入入学学学学学学学学学学学学学学学学希希希希希希希希希希希希希希希希望望望望望望望望望望望望望望望望者者者者者者者者者者者者者者者者募募募募募募募募募募募募募募募募集集集集集集集集集集集集集集集集市内全域から入学希望者募集

　小規模特認校とは、小規模校の特色を生かし、生徒一人ひと
りの個性や特性に応じた指導の中で、豊かな人間性を培い、明
るく伸び伸びとした教育を希望する、通学区域外（流山市内に
限る）の生徒に、一定の条件のもと入学を認めるものです。
　市教育委員会では、八木中学校と西初石中学校を小規模特認
校とし、通学区域を市内全域に広げ、希望する生徒を受け入れ
ます。
　　募集要項　
【小規模特認校】
　①八木中学校（古間木２１０－２／�７１５９－７４６１／ホームページ

アドレスhttp://www13.ocn.ne.jp/̃taiju/）
　②西初石中学校（西初石４－４５５－１／�７１５４－３０９１／ホーム

ページアドレスhttp://www.ka1.koalanet.ne.jp/̃nshatu-j/ 
indexPC.htm）

　　※学校概要は、両校のホームページをご覧ください
【募　集　期　間】
　９月１５日�～１０月３１日�
【申　請　方　法】
　小規模特認校入学申請書（転学の場合は在学中の学校長の意
見書を添付）を学校教育課窓口へ提出※申請書類は、学校教育
課および小規模特認校で配布。申請された保護者と生徒には、
希望する小規模特認校で面接があります
【そ　の　他】
　小規模特認校への入学には、一定の条件があります。詳細は
問い合わせを。
　□問 学校教育課�７１５０－６１０４

各相談窓口

電話番号相談窓口こんなときは

７１４４－７９２６
子育て支援センター
ゆうゆう

子育てに
悩んだら

７１５８－１４３５平和台保育所

７１５２－０６４８江戸川台保育所

７１７４－８８５３向小金保育所

７１５８－４１４４市役所家庭児童相談室

７１５４－０３３１保健センター
乳幼児の発育・
発達に悩んだら

７１５８－７８３０
青少年指導センター
相談室

子どもの心の問
題、家族の問題

７１５０－６０８２市役所子育て支援課
虐待に
気付いたら

７１５８－４１４４市役所家庭児童相談室

７１３１－７１７５柏児童相談所

　流山市内で、振り込め詐欺の被害が増えていま
す。電話で現金を要求することはありえません。
現金を要求する電話があったら、振り込む前に警
察にご相談を。
　被害防止には･･･◆すぐに振り込まない。◆１人
で振り込まない。◆振り込む前に警察に相談する。
　□問 流山警察署�７１５９－０１１０

　振り込め詐欺にご注意を！
　陳氏太極拳同好会（太極拳と気功）＝毎週日曜７時～８時
３０分、南流山中央公園□問 石橋�７１５８－５７６４
　はづき会（書道）＝毎週金曜９時～１３時、十太夫福祉会館
□問 梶山�７１５２－５７１８
　柏葉プラザ（書道、ペン、ハガキ絵、水墨画）＝第１土曜
９時３０分～１１時３０分、さわやか千葉県民プラザ（柏市）□問 鶴
田�７１５８－１２０４

合　　計下　　り上　　り④日平均
　交通量 ９１,４４０台４６,１４３台４５,２９７台

①昼６０デシベル・朝夕５５デシベル・夜５０デシベルの協定値を超えた時間
②連続した３カ月間に日平均値が０.０４ppmを超えた日数（０.０６ppmを超えた日数）
③日平均値が０.１０mg／�を超えた日が２日以上連続したことの有無
　□問 環境保全課�７１５０－６０８３

常磐自動車道測定結果　　　　　　　　　　　　　　　　（平成１８年５月）
青　田東初石西初石若葉台項　　　目

２６２４８１３３時　間①騒音　

０（０）１（０）２（０）０（０）日②ＮＯ２　　

無無無無有　無③ＳＰＭ　
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平成１８年７月１５日（土曜日）　　　（　）８第１１１８号

企
画
展
の
関
連
イ
ベ
ン
ト

　昭和４０年ごろの流山線赤城駅（現在の平和台駅）

市
民
文
芸

原
稿
は
直
接

選
者
へ
お
送

り
く
だ
さ
い
。

※
必
ず
住
所
・
氏
名
（
フ
リ
ガ
ナ
）
を
明
記
し
て
く
だ
さ
い

水
見
壽
男　

選　

（
流
山
市
東
深
井　

―　

）

８６５

１１１

　

打
た
れ
湯
に
無
念
無
想
の
夕
薄
暑 

野
々
下 

大
野　

和
子

　

石
段
の
下
で
柏
手
走
り
梅
雨 

流　

山 

藤
本　

ゆ
り

　

春
霖
や
辻
の
地
蔵
の
苦
笑
ひ 

向
小
金 

関
口　

條
山

　

父
母
の
こ
と
思
ひ
を
り
遠
花
火 

西
初
石 

石
戸
谷
貞
夫

　

欠
け
て
ゐ
て
淡
き
ひ
か
り
や
夏
の
月 

松
ケ
丘 

皆
川　

春
海

【
評
】
一
句
目　

打
た
れ
湯
に
無
念
無
想
と
は
、
俳
句
の
構
図
と
し
て
面
白
い
と
思

う
。
湯
で
あ
る
か
ら
、
遊
び
心
を
内
容
と
す
る
薄
暑
の
汗
取
り
の
一
刻
と
思
え
無
く

も
な
い
。
ち
ょ
っ
ぴ
り
の
俳
味
。
二
句
目　

石
段
の
下
か
ら
の
詣
で
姿
で
あ
る
。
雨

ゆ
え
に
磴
を
上
る
こ
と
も
ま
ま
な
ら
ず
、
大
胆
に
柏
手
を
打
つ
心
の
う
ち
が
清
し
い
。

信
心
の
発
露
の
姿
で
あ
る
。
三
句
目　

春
霖
は
通
り
雨
の
こ
と
。
そ
の
雨
に
右
往
左

往
す
る
人
の
動
き
を
身
近
か
に
し
て
、
微
苦
笑
の
地
蔵
の
表
情
を
映
し
て
い
る
。
四

句
目　

花
火
は
観
光
的
に
は
夏
に
打
ち
上
げ
て
い
る
が
、
本
来
は
秋
の
季
題
季
語
で

あ
る
。
八
月
お
盆
の
霊
鎮
め
の
意
味
が
あ
る
。
こ
の
句
も
父
母
へ
の
鎮
魂
を
底
流
に

置
く
。
五
句
目　

い
か
に
も
梅
雨
ど
き
の
月
を
思
わ
せ
る
夜
空
の
景
。
写
生
の
眼
で

と
ら
え
た
月
の
姿
で
あ
る
。

俳句

武
田
静
江　

選　

（
流
山
市
松
ケ
丘
４
―　

―　

）

５０５

９０

漫
珠
沙
華
の
赤
い
火
花
は
燃
え
つ
き
て
地
に
落
ち
ゆ
け
る 
花  
蕊 
か
も
知
れ
ぬ

か 

ず
い

 

美　

原 

森
口　
　

杏

就
職
で 
絣 
の
着
物
下
駄
を
は
き
荷
物
を
背
負
い
東
京
に
来
ぬ

か
す
り

 

東
深
井 

石
川　

正
義

銭
湯
の
露
天
に
浸
る
正
后
過
ぎ
夫
あ
り
て
こ
そ
と
青
空
仰
ぐ

 

前
ケ
崎 

池
田　

き
み

【
評
】
森
口
氏　

葉
の
な
い
一
本
の
地
上
茎
、
い
わ
く
あ
り
げ
な
妖
し
さ
の
血
の
花
漫
珠

沙
華
、
燃
え
つ
き
た
火
花
が
地
に
落
ち
て
花
と
な
る
。
発
想
と
思
い
込
み
の
下
句
は
上
句

の
説
明
で
あ
る
が
、
鋭
い
自
意
識
は
ユ
ニ
ー
ク
で
あ
る
。「
花
蕊
」
は
花
の
お
し
べ
、
め
し

べ
の
総
称
。
石
川
氏　

か
つ
て
の
中
学
生
の
集
団
就
職
以
前
と
想
像
し
た
が
、
上
京
に
よ

る
境
涯
の
素
朴
な
前
途
、
苦
悩
、
喜
び
の
は
か
り
知
れ
な
い
奮
起
が
現
在
の
説
得
力
と
な

り
得
た
、「
東
京
へ
来
ぬ
」
は
青
春
の
入
り
口
で
あ
り
、
多
感
な
青
年
を
成
功
せ
し
め
た
。

池
田
氏　

多
忙
な
日
常
の
さ
さ
や
か
な
満
足
感
と
喜
び
、
昼
風
呂
は
多
忙
な
主
婦
層
の
労

苦
を
流
す
も
の
、
単
純
な
素
材
な
が
ら
、
的
確
な
表
現
で
夫
へ
の
感
謝
の
手
応
え
が
伝
わ

る
。 短歌詩

小
林
稔　

選　
（
流
山
市
江
戸
川
台
西
４
―
１
０
９　
宮
田
方
）

　

五
行
詩
二
題

●　

●　

●　
　
　

●
●　

●
●

さ
く
ら

さ
く
ら
を
見
る
度
に
六
十
数
年
前

軍
人
志
願
兵
の
同
期
先
輩
の
雄
姿

駅
の
ホ
ー
ム
で
見
送
っ
た
風
景

軍
歌
同
期
の
桜
の
文
句
と
の
一
体
感

使
命
感
で
空
に
海
に
散
っ
て
い
っ
た
面
影
だ
け
残
し
て

庭
木
を
見
て

四
季
の
め
ぐ
り
で
今
年
も
夏
が
来
て

庭
の
木
々
も
緑
が
増
し
光
っ
て
見
え
る

こ
の
緑
の
眺
め
も
来
年
も
見
ら
れ
る
か

日
一
日
を
大
切
に
し
て
い
る
こ
の
頃
の
自
分

こ
ん
な
想
い
が
す
る
の
も
年
令
の
せ
い
か

古紙100％再生紙、大豆油インク使用�
掲載記事へのお問い合わせの際は、電話番号をお間違えのないようにお願いします

本紙掲載の募集記事等にかかる応募者の個人データについては、当該目的以外では使用しません

変
化
し
続
け
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
企
画
展
は
、
本

市　

年
間
の
歩
み
を
振
り

４０
返
る
と
と
も
に
、
現
在
さ

ま
ざ
ま
な
方
面
で
展
開
さ

れ
て
い
る
「
街
づ
く
り
」

の
取
り
組
み
や
市
内
小
・

中
学
生
が
描
く
流
山
の
未

来
像
な
ど
を
紹
介
し
ま
す
。

　

▽
期
間
＝
７
月　

日
�

１６

〜
９
月　

日
�
▽
休
館
日

１８

＝
月
曜
（
祝
日
は
開
館
）、 

７
月　

日
�
、
８
月　

日

１８

３１

�
▽
時
間
＝
９
時　

分
〜

３０

　

時
▽
場
所
＝
博
物
館
▽

１７入
場
料
＝
無
料

　

□問
 

博
物
館
�
７
１
５
９

―
３
４
３
４

　

博
物
館
で
は
、
７
月　
１６

日
か
ら
９
月　

日
ま
で
企

１８

画
展
「
流
山
市
の
歩
み
と

未
来
」
を
開
催
し
ま
す
。

　

来
年
１
月
１
日
に
市
制

施
行　

周
年
を
迎
え
る
流

４０

山
市
。
都
心
か
ら
約　

キ
３０

ロ
圏
内
に
位
置
し
、
鉄
道

交
通
と
し
て
、
現
在
の
Ｊ

Ｒ
常
磐
線
や
東
武
野
田 

線
、
総
武
流
山
電
鉄
が
あ

り
、
昭
和　

年
に
は
常
磐

２８

線
「
南
柏
駅
」
が
、
昭
和

　

年
に
は
東
武
野
田
線 

３３「
江
戸
川
台
駅
」
が
開
設

さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
住
宅
団

地
が
造
成
さ
れ
る
な
ど
、

人
口
が
増
加
。
昭
和　

年
４２

に
は
４
万
２
０
０
０
人
余

と
な
り
、
県
内　

番
目
の

２０

市
と
し
て
市
制
を
施
行
し

ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
昭
和　

年
に

４８

Ｊ
Ｒ
武
蔵
野
線
が
開
通
。

　

文
楽
の
鑑
賞
を
通
じ
て
、

古
典
芸
能
に
対
す
る
関
心

と
知
識
を
高
め
て
い
た
だ

く
「
古
典
芸
能
鑑
賞
会
」

を
行
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
国
立
劇
場
開

場　

周
年
記
念
「
仮
名
手

４０
本
忠
臣
蔵
（
か
な
で
ほ
ん

ち
ゅ
う
し
ん
ぐ
ら
）」の
公

演
で
す
。
ぜ
ひ
、
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

　

▽
期
日
＝
９
月　

日
�

１４

　

市
制
施
行
後　

年
間
の

４０

流
山
の
街
の
歩
み
を
振
り

返
る
と
と
も
に
、
歴
史
や

文
化
の
視
点
か
ら
、
こ
れ

か
ら
も
残
し
、
伝
え
て
い

き
た
い
文
化
財
や
風
景
な

ど
に
つ
い
て
語
り
、
今
後

の
街
づ
く
り
を
考
え
る
ミ

ニ
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
す
。

ぜ
ひ
、
ご
参
加
を
。

　

▽
日
時
＝
９
月
３
日
�

　

時　

分
〜　

時
▽
場
所

１３

３０

１５

＝
博
物
館
常
設
展
示
室
▽

講
師
＝
青
木
更
吉
さ
ん 

（
地
域
史
研
究
家
）、小
川

浩
さ
ん
（
昭
和
女
子
大
学

講
師
）
※
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
＝
西
村
喜
美
江
さ
ん

（
流
山
市
立
博
物
館
友
の

会
会
長
）
▽
定
員
＝　

人
４０

▽
参
加
費
＝
無
料

　

※
申
込
方
法
な
ど
、
詳

細
は
広
報
な
が
れ
や
ま

「
８
月　

日
号
」
で
お
知

１５

平
成
４
年
に
、
常
磐
自
動

車
道
流
山
イ
ン
タ
ー
チ
ェ

ン
ジ
が
開
設
。
そ
し
て
昨

年
８
月
に
は
、
つ
く
ば
エ

ク
ス
プ
レ
ス
が
開
通
し
、

本
市
の
人
口
は
増
え
続
け

て
い
ま
す
。

　

一
方
、
こ
う
し
た
人
口

増
加
に
伴
い
、
森
林
や
田

畑
が
広
が
っ
て
い
た
市
内

の
風
景
や
市
民
の
生
活
も

▽
場
所
＝
国
立
劇
場
（
東

京
都
千
代
田
区
）
▽
日
程

（
予
定
）
＝
①
東
部
公
民

館
（
７
時　

分
）
�
②
流

３０

山
駅
東
口
（
７
時　

分
）

４５

�
③
江
戸
川
台
駅
西
口

（
８
時
）�
国
立
劇
場（　
１０

時
）
�
公
演
（　

時　

分

１０

３０

〜　

時
）
�
流
山
市
内
※

１４
①
〜
③
は
バ
ス
の
乗
降
場

所
▽
対
象
／
定
員
＝
市
民

／　

人
（
多
数
抽
選
）
▽

４５
参
加
費
＝
５
５
０
０
円
※

昼
食
は
各
自
で
▽
申
し
込

み
＝
往
復
ハ
ガ
キ
に
「
古

典
芸
能
鑑
賞
会
」
希
望
、

応
募
者
全
員
（
ハ
ガ
キ
１

枚
で
２
人
ま
で
）の
住
所
、

氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
、

バ
ス
の
乗
車
場
所
（
①
〜

③
）、返
信
用
に
宛
名
を
明

記
の
上
、
７
月　

日
（
消

２８

印
有
効
）
ま
で
に
〒
２
７

０
―
０
１
９
２
流
山
市
役

所
生
涯
学
習
課
へ

　

□問
 

生
涯
学
習
課
�
７
１

５
０
―
６
１
０
６ －

－
－

－
－

ら
せ
し
ま
す

　

企
画
展
の
開
催
期
間
中

に
限
り
、
博
物
館
図
書
を

割
引
頒
布
し
ま
す
。

　

①
流
山
の
む
か
し（「
流

山
の
史
跡
を
た
ず
ね
て
」

改
定
第
５
版
）

　

▽
内
容
＝
流
山
の
地
名
、

貝
塚
や
古
墳
、
み
り
ん
の

歴
史
、
秋
元
双
樹
と
小
林

一
茶
な
ど
、
市
史
に
つ
い

て
の
入
門
書
▽
頒
布
価
格

＝
税
込
み
３
０
０
円
（
通

常
５
０
０
円
）

　

②
流
山
市
立
博
物
館

「
常
設
展
示
図
録
」

　

▽
内
容
＝
博
物
館
の
常

設
展
示
に
つ
い
て
、
見
学

者
の
案
内
を
目
的
に
展
示

概
要
を
説
明
し
た
図
録
▽

頒
布
価
格
＝
税
込
み
３
４

０
円
（
通
常
５
６
０
円
）

　

□問
 

博
物
館
�
７
１
５
９

―
３
４
３
４

文文文文文文文文文文文文文文文文楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽をををををををををををををををを鑑鑑鑑鑑鑑鑑鑑鑑鑑鑑鑑鑑鑑鑑鑑鑑賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞ししししししししししししししししよよよよよよよよよよよよよよよようううううううううううううううう文楽を鑑賞しよう
９月１４日、国立劇場で

　市内在勤・在住の方１５人以上の団体が、乗車定員２０人
以上のバスを借り上げ、相馬ユートピアに宿泊（１泊２
食付）した場合に、バス借上げ等に要する経費の一部に
助成金を交付します。
　▽対象となる経費＝バス借上料、燃料費、有料道路通
行料金、駐車場使用料金▽助成金額＝対象となる経費の
２分の１※１５人以上２０人未満の団体は５万円、２０人以上
の団体は７万円をそれぞれ限度額とします。詳細は問い
合わせを
　□問 コミュニティ課�７１５０－６０７６

相馬ユートピアの団体宿泊
バス借上げに助成金

　

流
山
市
は
、
来
年
１
月
１
日
に
市
制
施
行　

周
年
を

４０

迎
え
ま
す
。
こ
れ
を
記
念
し
博
物
館
で
は
、
今
月　

日
１６

か
ら
９
月　

日
ま
で
企
画
展
「
流
山
市
の
歩
み
と
未

１８

来
」
を
開
催
し
ま
す
。　

年
間
の
流
山
市
の
歩
み
を
振

４０

り
返
る
と
と
も
に
、
未
来
の
流
山
の
姿
を
思
い
描
い
て

く
だ
さ
い
。
企
画
展
期
間
中
は
関
連
イ
ベ
ン
ト
も
開
催

し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
、
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

流
山
市
の
歩
み
と
未
来

　

日
か
ら
博
物
館
で　

１６

第第８８回回姉姉妹妹都都市市交交流流俳俳句句ツツアアーー
―　申し込みは１８日から　―

　毎年好評の姉妹都市交流俳句ツアー。相馬市の俳句愛好者

と交流を深めてみませんか？奮って、ご参加ください。

日　　程　９月１３日�～１４日�
コ ー ス　
　　　　　　文化会館（７：００）－東部公民館（７：２０）－南流山セ

ンター（７：４０）－江戸川台駅西口千葉銀行前 

（８：００）－相馬ユートピア（昼食）－相馬市中央公

民館（相馬市民と作句）－雲雀ケ原祭場地－同慶

寺－小高神社－松川浦－相馬ユートピア（泊）

　　　　　　相馬ユートピアで句会（終了後に昼食）－流山

定　　員　４０人（最少催行人員３０人）
申し込み　７月１８日�から電話でコミュニティ課へ
締め切り　８月１５日�※定員になり次第締め切り
　□問 コミュニティ課�７１５０－６０７６

　●料金（税込み、１泊４食、交通費を含む）

１３,０００円市　外
１１,５００円６０歳以上の方

市　民
１２,０００円６０歳未満の方

【
評
】
記
憶
の
暗
闇
か
ら
、
あ
の
日
の
光
景
が
水
中
花
の
よ
う
に
広
が
る
。
有
限
の
生

を
背
負
わ
さ
れ
た
私
た
ち
も
、
い
つ
し
か
そ
の
暗
闇
に
還
っ
て
い
く
の
だ
。
光
に
射
ら

れ
た
こ
の
世
界
の
事
象
が
た
ま
ら
な
く
い
と
お
し
く
思
わ
れ
る
日
々
の
一
瞬
、
こ
の
季

節
に
逢
え
る
の
は
あ
と
何
度
あ
る
の
だ
ろ
う
か
と
思
う
。
夏
の
盛
り
、
ま
っ
す
ぐ
死
に

向
っ
て
桜
の
よ
う
に
散
っ
て
い
っ
た
ひ
と
の
姿
が
、
鮮
や
か
な
緑
に
偲
ば
れ
る
。

企企企企企企企企企企企企企企企企企企企企企企企企企企企企企企企企画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画展展展展展展展展展展展展展展展展展展展展展展展展展展展展展展展展企画展

　

ト
ー
ク
＆
ト
ー
ク「
語

ろ
う
、
伝
え
よ
う
流
山

の
歩
み
」

　

博
物
館
図
書
の
割
引

頒
布

２日目

１日目
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